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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信ネットワーク内のセル（１１、１４）と関連しているシステム情報を取得する
ユーザ装置（１０）における方法であって、前記セル（１１、１４）はネットワークノー
ド（１２、１２'、１５）によりサービスを提供され、前記ユーザ装置（１０）は、複数
のダウンリンクキャリヤで同時に信号を受信することが可能であり、前記方法は、
　前記ネットワークノード（１２、１２'、１５）に対して、前記セル（１１、１４）の
システム情報の取得のために前記複数のダウンリンクキャリヤのうちの任意のダウンリン
クキャリヤにオートノマスギャップを生成する能力を報告すること（２０１，６０１）と
、
　前記ネットワークノードから、前記ユーザ装置（１０）が前記システム情報を取得する
ためにオートノマスギャップを生成すべきダウンリンクキャリヤを前記複数のダウンリン
クキャリヤのうちから指定する指示を受信すること（２０３）と、
　指示された前記ダウンリンクキャリヤにオートノマスギャップを生成すること（２０４
，６０４）であって、オートノマスギャップを生成するために用いるダウンリンクキャリ
ヤは、前記ネットワークノード（１２、１２'、１５）から受信した前記指示に基づいて
いることと、
　生成された前記オートノマスギャップを用いて、前記ダウンリンクキャリヤで前記セル
（１１、１４）の前記システム情報を取得すること（６０５）と
を有することを特徴とする方法。
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【請求項２】
　受信した前記指示に基づいて、前記セル（１１、１４）の前記システム情報を取得する
ためにオートノマスギャップを生成するダウンリンクキャリヤを選択する工程（６０３）
と、
　前記ネットワークノード（１２、１２'）に対して、選択された前記ダウンリンクキャ
リヤを示している選択指示を送信する工程（６０６）と
を更に有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記指示は、前記ダウンリンクキャリヤが主セルまたは在圏セルに関連しないというこ
とを規定することを特徴とする請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ネットワークノード（１２、１２'）からの前記指示または前記セル（１１、１４
）のＩＤまたはその両方を受信する工程（６０２）を更に有することを特徴とする請求項
１乃至３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記指示は、さまざまな異なるタイプのシステム情報を取得するためにオートノマスギ
ャップを生成するための、さまざまな異なる特定のダウンリンクキャリヤを指示すること
を特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　無線通信ネットワーク内のセル（１１、１４）と関連しているシステム情報を取得する
ようユーザ装置（１０）に要求するネットワークノード（１２、１２'、１５）における
方法であって、前記セル（１１、１４）は前記ネットワークノード（１２、１２'、１５
）によってサービスを提供され、前記ユーザ装置（１０）は複数のダウンリンクキャリヤ
から同時に信号を受信することが可能であり、前記方法は、
　前記ユーザ装置（１０）から、前記ユーザ装置（１０）が前記セルのシステム情報を取
得するために前記複数のダウンリンクキャリヤのうちの任意のダウンリンクキャリヤにオ
ートノマスギャップを生成する能力を示している能力表示を受信すること（８０２）と、
　前記セル（１１、１４）と関連しているシステム情報を取得するために前記ユーザ装置
（１０）に対してオートノマスギャップを生成するダウンリンクキャリヤを前記複数のダ
ウンリンクキャリヤのうちから指定する指示を前記ユーザ装置（１０）に送信し（２０３
，８０４）、それによって前記セル（１１，１４）に関連するシステム情報を取得するよ
う前記ユーザ装置（１０）に要求することと
を有することを特徴とする方法。
【請求項７】
　前記ユーザ装置（１０）が、前記システム情報を取得するためにオートノマスギャップ
を生成すべきダウンリンクキャリヤを選択すること（２０２，８０３）を更に有すること
を特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記選択すること（２０２，８０３）は、さまざまな異なるタイプのシステム情報を検
索するためにさまざまな異なるキャリヤを選択することを含み、前記送信すること（２０
３，８０４）は、選択された前記さまざまな異なるキャリヤの指示を送信することを含む
ことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記選択すること（８０３）は、受信した前記能力表示、または受信した前記能力表示
と追加の基準とに基づき、
　前記追加の基準は、隣接しているキャリヤの数が最も少ないダウンリンクキャリヤ、オ
ートノマスギャップにより生じるデータ損失が最小のダウンリンクキャリヤ、時間的に最
もクリティカルでないダウンリンクキャリヤ、オートノマスギャップのギャップ長または
ギャップ密度またはその両方に基づくダウンリンクキャリヤ、または複数のセルのシステ
ム情報の取得のためにオートノマスギャップが複数のキャリヤに分散されるかどうか、の
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少なくともひとつを含むことを特徴とする請求項７または８に記載の方法。
【請求項１０】
　セルのシステム情報の取得のために複数のダウンリンクキャリヤのうちの任意のダウン
リンクキャリヤにオートノマスギャップを生成するための前記ユーザ装置（１０）の前記
能力を報告するよう前記ユーザ装置（１０）に要求すること（８０１）を更に有すること
を特徴とする請求項６乃至９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ネットワークノードが第１のネットワークノード（１２、１２'）であり、
　前記ユーザ装置（１０）がオートノマスギャップを生成するダウンリンクキャリヤを指
示するキャリヤ指示、または前記セルのシステム情報の取得のために複数のダウンリンク
キャリヤのうちの任意のダウンリンクキャリヤにオートノマスギャップを生成するユーザ
装置（１０）の機能を示している能力表示、またはその両方を、第２のネットワークノー
ド（１５）に送信すること（８０５）を更に有することを特徴とする請求項６乃至１０の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　無線通信ネットワークの中のセル（１１、１４）と関連しているシステム情報を取得す
るためのユーザ装置（１０）であって、セル（１１、１４）はネットワークノード（１２
、１２'、１５）によりサービスを提供され、前記ユーザ装置（１０）は、複数のダウン
リンクキャリヤで同時に信号を受信するよう構成されており、前記ユーザ装置（１０）は
、
　ネットワークノード（１２、１２'、１５）に対して、セルのシステム情報の取得のた
めに前記複数のダウンリンクキャリヤのうちの任意のダウンリンクキャリヤにオートノマ
スギャップを生成する能力を報告するよう構成された報告回路（７０６）と、
　前記ネットワークノードから、前記複数のダウンリンクキャリヤのうちの、前記ユーザ
装置（１０）が前記システム情報を取得するためにオートノマスギャップを生成すべきひ
とつのダウンリンクキャリヤを指定する指示を受信する受信機（７０５）と、
　前記ダウンリンクキャリヤにオートノマスギャップを生成する生成回路（７０１）であ
って、オートノマスギャップを生成するために用いるダウンリンクキャリヤは、前記ネッ
トワークノード（１２、１２'、１５）から受信した前記指示に基づいている生成回路（
７０１）と、
　生成された前記オートノマスギャップを用いて、前記ダウンリンクキャリヤで前記セル
（１１、１４）のシステム情報を取得する取得回路（７０２）と
を有することを特徴とするユーザ装置（１０）。
【請求項１３】
　無線通信ネットワーク内のセル（１１、１４）と関連しているシステム情報を取得する
ようユーザ装置（１０）に要求するネットワークノード（１２、１２'、１５）であって
、前記ネットワークノード（１２、１２'、１５）は前記セル（１１、１４）にサービス
を提供し、前記ユーザ装置（１０）は複数のダウンリンクキャリヤから同時に信号を受信
することが可能であり、前記ネットワークノード（１２、１２'、１５）は、
　前記ユーザ装置（１０）から、前記ユーザ装置（１０）がセルのシステム情報を取得す
るために前記複数のダウンリンクキャリヤのうちの任意のダウンリンクキャリヤにオート
ノマスギャップを生成する能力を示している能力表示を受信する受信機（９０３）と、
　前記セル（１１、１４）と関連しているシステム情報を前記ユーザ装置（１０）が取得
するために前記ユーザ装置（１０）に対してオートノマスギャップを生成するダウンリン
クキャリヤを前記複数のダウンリンクキャリヤのうちから指定する指示を前記ユーザ装置
（１０）に送信するよう構成され、それによって前記セル（１１，１４）に関連するシス
テム情報を取得するよう前記ユーザ装置（１０）に要求する送信機（９０１）と
を有することを特徴とするネットワークノード（１２、１２'、１５）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　この実施形態は、ユーザ装置、ネットワークノード、第２のネットワークノードおよび
方法と関連している。特にここのいくつかの実施形態は、セルと関連しているシステム情
報を取得すること或いは取得を要求することと、オートノマスギャップ情報を処理するこ
とに関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日の無線通信ネットワークにおいて、様々な多くの技術、例えば少数の有力な実装に
言及するだけでも、長期発展（ＬＴＥ）、ＬＴＥアドバンスト、広帯域符号分割多元接続
（ＷＣＤＭＡ）、グローバル・システム・フォー・モバイル・コミュニケーションズ／Ｇ
ＳＭ発展のための強化型データレート（ＧＳＭ／ＥＤＧＥ）、マイクロ波アクセスのため
の世界規模相互運用（ＷｉＭａｘ）、またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）
などが利用されている。無線通信ネットワークは、ひとつのセルを成形している少なくと
も１つのそれぞれの地理上の領域の上で無線サービスエリアを提供している無線基地局を
含む。セルの定義はまた、送信のために使われる周波数帯域を含んでもよく、そのことは
、２つの異なるセルが同じ地理上の領域をカバーするが、異なる周波数帯域を使用するこ
とがあることを意味している。ユーザ装置（ＵＥ）はセル内でそれぞれの無線基地局によ
りサービスを受け、それぞれの無線基地局と通信している。ユーザ装置は、アップリンク
（ＵＬ）送信においては、無線基地局へ電波または無線インターフェイスでデータを送信
し、無線基地局は、ダウンリンク（ＤＬ）送信においては、ユーザ装置へ電波または無線
インターフェイスでデータを送信する。
【０００３】
　ＷＣＤＭＡ／高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）とＬＴＥ技術はさらに発展し、マルチ
キャリヤシステムに向けて絶え間なく発展している。複数の受信機または広帯域受信機を
持っているマルチキャリヤユーザ装置は、一般にギャップなしでインターフリークエンシ
キャリヤ上で測定することができる。しかし、そのようなユーザ装置は、まだ、インター
無線アクセステクノロジー（ＲＡＴ）キャリヤの上の、および追加のインターフリークエ
ンシキャリヤの上の測定を実行するために、測定用ギャップ（すなわち測定の実行のため
の信号の受信だけ）を必要とすることがある。ここで「インター」は異なる複数の周波数
を意味する。追加のインターフリークエンシキャリヤはギャップなしで測定できない。例
えば、２セル高速アップリンクパケットアクセス（ＤＣ－ＨＳＵＰＡ）において、ユーザ
装置は、ギャップなしで主ＤＬキャリヤに隣接している副ＤＬキャリヤで測定することが
できる。しかし、同じユーザ装置は、どれが主ＤＬキャリヤに隣接していないか、または
、別のバンド（例えば、ユーザ装置がバンドＢをサポートするならばバンドＢ）に属する
かをインターフリークエンシキャリヤ上で測定するために、ギャップを必要とする。従来
のマルチキャリヤシステムでは、ユーザ装置がターゲットセルのシステム情報を読み取る
ことを要求された場合、オートノマスギャップが主ＤＬキャリヤまたは主セル（ＰＣｅｌ
ｌ）上のユーザ装置によって生成される。ユーザ装置がキャリヤアグリゲーション（ＣＡ
）、例えばバンド間ＣＡ可能であり、複数の受信機チェインを持っていたとしても、オー
トノマスギャップは主ＤＬキャリヤの上で生成される。この場合に、主ＤＬキャリヤと副
ＤＬキャリヤとは違うバンドで、例えば主ＤＬキャリヤと副ＤＬキャリヤはバンドＡとバ
ンドＢの上でそれぞれ別々のチェインを用いて機能する。例えば、従来技術においては、
ユーザ装置が、副ＤＬキャリヤの上でターゲットセルのシステム情報を読むとしても、オ
ートノマスギャップは主ＤＬキャリヤの上で常に生成される。従って、今日ユーザ装置は
主ＤＬキャリヤの上の測定用ギャップ、例えばオートノマスギャップの間に、システム情
報の検索を実行する。その検索は、主ＤＬキャリヤの上のデータ検索中の中断を引き起こ
す。従って、これまで見られた無線通信ネットワークの性能は低下する。
【発明の概要】
【０００４】
　本実施形態の目的は、無線通信ネットワークの性能を改善することである。
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【０００５】
　この目的は、ユーザ装置が、無線通信ネットワークの中のセルと関連しているシステム
情報を取得するための方法によって達成される。セルは、無線基地局または運用及び保守
ノードなどのネットワークノードによって提供される。ユーザ装置は、同時に複数のダウ
ンリンクキャリヤの上の信号を受信することが可能で、例えばマルチキャリヤユーザ装置
またはキャリヤアグリゲーションユーザ装置である。ユーザ装置はダウンリンクキャリヤ
の上のオートノマスギャップを生成する。オートノマスギャップをそのうえで生成するた
めに用いるダウンリンクキャリヤは、ネットワークノードから受信した指示または所定の
規則またはその両方に基づく。従って、指示または所定の規則はダウンリンクキャリヤを
特定する。それからユーザ装置は生成されたオートノマスギャップを使っているダウンリ
ンクキャリヤの上でセルのシステム情報を取得する。
【０００６】
　別の面によると、目的は、ユーザ装置に、無線通信ネットワークの中のセルと関連して
いるシステム情報を取得することを要求するためのネットワークノード、例えば第１のネ
ットワークノードまたは第２のネットワークノードにおける方法を提供することによって
達成される。セルは、ネットワークノードによって提供され、上述したように、ユーザ装
置は、同時に複数のダウンリンクキャリヤで信号を受信することが可能である。ネットワ
ークノードは指示をユーザ装置に送信する。ユーザ装置がセルと関連しているシステム情
報を取得するようにオートノマスギャップを生成するために、指示はダウンリンクキャリ
ヤを指定する。
【０００７】
　また別の面によると、目的は、ユーザ装置または無線基地局などの第１のネットワーク
ノードからのオートノマスギャップ情報を処理するための運用及び保守ノードなどの第２
のネットワークノードにおける方法を提供することによって達成される。オートノマスギ
ャップは無線通信ネットワークの中のセルと関連しているシステム情報取得のためにユー
ザ装置によって生成される。セルは第１のネットワークノードによって提供され、ユーザ
装置は、同時に複数のダウンリンクキャリヤから信号を受信することが可能である。第２
のネットワークノードは、ユーザ装置または第１のネットワークノードから、該ユーザ装
置の能力の情報を取得し、ダウンリンクキャリヤの上でオートノマスギャップを生成する
。ギャップはシステム情報の取得のためである。第２のネットワークノードはさらに、ま
たは追加的に、または代わりに、ユーザ装置が、セルのシステム情報の取得のためにオー
トノマスギャップをダウンリンクギャップ上で生成すべきそのダウンリンクキャリヤを指
定している情報を受信する。そして第２のネットワークノードは、能力またはダウンリン
クキャリヤの情報またはその両方を利用して、次の１つ以上のためにダウンリンクキャリ
ヤを設定する。ハンドオーバまたはセル変更後にシステム情報を取得するようユーザ装置
に要求すること；システム情報を取得するために或るダウンリンクキャリヤにオートノマ
スギャップが生成されるかどうかに応じて、１つ以上の物理レイヤのパラメータを設定す
ること、前記キャリヤにオートノマスギャップが生成されるかどうかに応じて、前記キャ
リヤ上の位置決め測定に関連した設定パラメータを選択すること、ネットワーク性能を監
視すること、ネットワークを計画または展開すること、無線管理タスク。
【０００８】
　またさらに別の面によると、目的は無線通信ネットワークの中のセルと関連しているシ
ステム情報を取得するためにユーザ装置によって達成される。このセルはネットワークノ
ードによって提供され、ユーザ装置は、同時に複数のダウンリンクキャリヤの上の信号を
受信するよう構成される。ユーザ装置は、ダウンリンクキャリヤにオートノマスギャップ
を生成するよう構成された生成回路を有する。ダウンリンクキャリヤの上でオートノマス
ギャップを生成するために使うそのダウンリンクキャリヤは、ネットワークノードからの
受信した指示または所定の規則またはその両方に基づく。指示または所定の規則はダウン
リンクキャリヤを指定する。ユーザ装置は、生成されたオートノマスギャップを使ってい
るダウンリンクキャリヤの上のセルのシステム情報を取得するよう構成された取得回路を
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さらに含む。
【０００９】
　また別の面によると、目的は、無線通信ネットワークの中のセルと関連しているシステ
ム情報を取得することをユーザ装置に要求するためのネットワークノードによって達成さ
れる。ネットワークノードは、セルにサービスするよう構成され、ユーザ装置は、同時に
複数のダウンリンクキャリヤから信号を受信することが可能である。ネットワークノード
は、指示をユーザ装置に送信するよう構成された送信機から成っている。ユーザ装置がセ
ルと関連しているシステム情報を取得するためのオートノマスギャップを生成するために
、指示はダウンリンクキャリヤを指定する。従って、セルと関連しているシステム情報を
取得するよう、ネットワークノードはユーザ装置に要求する。
【００１０】
　また別の面によると、目的は、ユーザ装置または第１のネットワークノードからのオー
トノマスギャップ情報を処理するための第２のネットワークノードによって達成される。
オートノマスギャップは無線通信ネットワークの中のセルと関連しているシステム情報を
取得するためにユーザ装置によって生成される。セルは第１のネットワークノードによっ
て提供され、ユーザ装置は、同時に複数のダウンリンクキャリヤから信号を受信すること
が可能である。第２のネットワークノードは、ダウンリンクキャリヤの上のオートノマス
ギャップを生成するために、ユーザ装置または第１のネットワークノードからユーザ装置
の能力の情報を取得するよう構成された取得回路から成っている。オートノマスギャップ
はシステム情報の取得のためである。取得回路は、さらに、または代わりに、ユーザ装置
が、ダウンリンクキャリヤの上でセルのシステム情報を取得するためのオートノマスギャ
ップを生成するはずのそのダウンリンクキャリヤを指定している情報を取得するよう構成
される。第２のネットワークノードは、能力情報またはダウンリンクキャリヤの情報また
はその両方を使用して次の１つ以上のためにダウンリンクキャリヤを設定するよう構成さ
れた利用回路をさらに含む：ハンドオーバまたはセル変更の後にシステム情報を取得する
ことをユーザ装置に要求すること；オートノマスギャップがシステム情報の取得のために
或るダウンリンクキャリヤに生成されるかどうかに応じて１つ以上の物理層パラメータを
設定すること；オートノマスギャップがキャリヤの上で生成されるかどうかに応じてその
キャリヤの上の位置決め測定と関連した設定パラメータを選択すること；ネットワークパ
フォーマンスを監視すること；ネットワークを計画または展開すること；無線管理タスク
。
【００１１】
　実施形態はここに、ネットワークノードがユーザ装置がセルのシステム情報を読み取る
ためのオートノマスギャップをダウンリンクキャリヤの上で生成する、たとえばキャリヤ
周波数または周波数帯域またはその両方などの、そのダウンリンクキャリヤを柔軟に指定
することを可能にする。或るＤＬキャリヤにおけるデータ中断または損失を引き起こす、
オートノマスギャップが重要な情報を搬送するサービングキャリヤや主キャリヤなどの或
るＤＬキャリヤの上で常に生成される状況が防止される。その結果、無線通信ネットワー
クの実際の性能と同様にこれまで経験した性能が改善される。
【００１２】
　実施形態は、付属する図面に関連してより詳細な記述において説明されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】無線通信ネットワークを示すブロック図である。
【図２】結合されたフローチャートとシグナリング方式である。
【図３】３ＤＬキャリヤをサポートしているマルチキャリヤＵＥの割り当て済み帯域幅を
示す。
【図４】２つのバンドの中で５ＤＬキャリヤをサポートしているマルチキャリヤＵＥの割
り当て済み帯域幅を示す。
【図５】３つのバンドの中で６ＤＬキャリヤをサポートしているマルチキャリヤＵＥの割
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り当て済み帯域幅を示す。
【図６】本実施形態に従ってユーザ装置における方法を示す概略フローチャートである。
【図７】いくつかの実施形態に従ってユーザ装置を示すブロック図である。
【図８】本実施形態に従ってネットワークノードにおける方法を示す概略フローチャート
である。
【図９】いくつかの実施形態に従ってネットワークノードを示すブロック図である。
【図１０】実施形態に従って第２のネットワークノードにおける方法を示す概略フローチ
ャートである。
【図１１】いくつかの実施形態に従って第２のネットワークノードを示すブロック図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図１は、たとえばＬＴＥ、ＬＴＥアドバンスト、ＷＣＤＭＡ、ＧＳＭ／ＥＤＧＥ、Ｗｉ
Ｍａｘ、符号分割多元接続２０００（ＣＤＭＡ２０００）、またはＵＭＢ（少数の有力な
実装に言及するだけのネットワーク）などの無線通信ネットワークの図式的概観である。
【００１５】
　この無線通信ネットワークは、第１のセル１１として例示されたセルを形成している少
なくとも１つの地理的な領域の上で無線サービスエリアを提供している無線基地局１２'
などの第１のネットワークノード１２を含む。無線基地局１２'はまた、例えば利用され
た無線アクセス技術及び用語に応じて、例えばノードＢや発展型ノードＢ、（ｅＮＢ、ｅ
ＮｏｄｅＢ）、ベーストランシーバーステーション、アクセスポイント基地局、基地局ル
ータ、または無線基地局１２によって提供されたセルの中でユーザ装置と通信することが
できるすべての他のネットワークユニットと称されることができる。無線ネットワークノ
ードの例は無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、リレー、基地局、ドナーノード、
例えばＤｅＮＢなどである。
【００１６】
　ユーザ装置１０は第１のセル１１中で無線基地局１２' によってサービスされ、無線基
地局１２'と通信している。第１のセル１１はこの例におけるユーザ装置１０に対する在
圏または主セルである。ユーザ装置１０は無線インターフェイスの上でデータをアップリ
ンク（ＵＬ）送信の中で無線基地局１２'に送信し、無線基地局１２'はダウンリンク（Ｄ
Ｌ）送信の中でデータをユーザ装置１０に送信する。当業者は、「ユーザ装置」が、どの
ようなワイアレス端末、装置器具、またはノード、例えば携帯情報端末（ＰＤＡ）、ラッ
プトップ、モバイル、センサー、リレー、モバイルのタブレット、またはそれぞれのセル
の中で通信している小さな基地局さえも意味している制限のない用語であることを理解す
べきである。従って、実施形態の中で、用語「ユーザ装置」は、オートノマスギャップを
生成することによってセルのシステム情報（ＳＩ）を読むことが可能などのようなタイプ
のワイアレスノードであってもよい。例えば実施形態は、コンピュータで使用される無線
統合カードのような埋め込みデバイス、コンピュータで使用されるユニバーサルシリアル
バス（ＵＳＢ）のようなプラグインされた無線カード、モバイル中継器、中継器として作
動しているワイアレス端末、デバイスからデバイスへの通信のために利用されるワイアレ
ス端末、ターゲットデバイス、ホーム基地局（ＨＢＳ）またはフェムト基地局などにさえ
等しく適用可能である。ＨＢＳは通常、別のセル、例えばマクロセルのＳＩを測定し、取
得するために、測定ユニットを持っている。
【００１７】
　第２のセル１４を成形していて、また副セルと称される別の地理的な領域の上で、無線
基地局１２'は無線サービスエリアを提供する。ユーザ装置１０は、同時に複数のダウン
リンクキャリヤの上の信号を受信することが可能で、例えばマルチキャリヤアグリゲーシ
ョンが可能で、それから、ユーザ装置１０は、ユーザ装置１０に対する、またはユーザ装
置１０からの、またはその両方の、伝送速度または帯域幅またはその両方を増大させるこ
とができる。第２のセル１４は第２の無線基地局または同じ無線基地局１２'によってコ
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ントロールされ得る。無線通信ネットワークは第２のネットワークノード１５をさらに含
む（それは運用及び保守ノード（Ｏ＆Ｍ）、第２の無線基地局、または他のネットワーク
ノードであってよい）。第１と第２のネットワークノード１２、１２'、１５は一般的に
ネットワークノードと称される。第２のネットワークノードはさらに、コアネットワーク
ノード、例えばモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）、アクセスゲートウェイ、任意の
位置サーバや拡張在圏移動ポジショニングセンター（Ｅ－ＳＭＬＣ）などのポジショニン
グノードの少なくともいずれかでもさらに含むことができる。
【００１８】
　本実施形態において、焦点は、ユーザ装置１０のためのオートノマスギャップ設定の面
にある（それはまた測定用ギャップ設定と称されてもよい）。用語「自律的」は、ネット
ワークが、正確にいつギャップが生成されるかを知らないことを意味していて、そのギャ
ップは、セルのＳＩを取得するために使われる。上述したように、ユーザ装置１０は、同
時に複数のダウンリンクキャリヤの上の信号を受信することが可能である。これは、マル
チキャリヤ能力があり、かつキャリヤアグリゲーション（ＣＡ）能力があるユーザ装置を
カバーする。しかしここで開示された技術はまた、マルチキャリヤ／ＣＡ能力はないかも
しれないが、測定用ギャップまたは圧縮モードパターンを用いずにインターフリークエン
シキャリヤまたはインターＲＡＴキャリヤの少なくとも１の上で、正常な測定、例えば、
インターフリークエンシＬＴＥ基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）／基準信号受信品質（ＲＳ
ＲＱ）、インターフリークエンシ高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）共通パイロットチャ
ンネル（ＣＰＩＣＨ）測定、インターＲＡＴ　ＧＳＭキャリヤ受信信号強度インジケータ
（ＲＳＳＩ）などを遂行するための、例えば付加的無線受信機などの手段を持ち得るユー
ザ装置に対して適用可能である。
【００１９】
　最初に、マルチキャリヤまたは説明されたアグリゲーションの概念を説明する。
【００２０】
　ＲＡＴ内キャリヤアグリゲーション
　技術の中でピークレートを高めるために、マルチキャリヤまたはキャリヤアグリゲーシ
ョンのソリューションが知られている。例えば、ＨＳＰＡネットワークの中でピークレー
トを高めるためにＨＳＰＡにおいて複数の５ＭＨｚのキャリヤを使うことが可能で、複数
のＬＴＥキャリヤのアグリゲーションを容易にするＬＴＥリリース１０のための作業が進
行中である。マルチキャリヤまたはキャリヤアグリゲーションシステムの中の各キャリヤ
は一般にコンポーネントキャリヤ（ＣＣ）と呼ばれるか、しばしば、またセルと称される
。簡単にいえば、ＣＣはマルチキャリヤシステムの中の個々のキャリヤを意味している。
用語「キャリヤアグリゲーション（ＣＡ）」はまた例えば「マルチキャリヤシステム」、
「マルチセルオペレーション」、「マルチキャリヤオペレーション」、「マルチキャリヤ
」送信および／または受信と区別なく呼ばれる。これは、ＣＡが、アップリンクおよびダ
ウンリンク方向のシグナリングとデータの送信のために用いられることを意味している。
ＣＣの１つは主キャリヤまたはアンカーキャリヤであり、残りは副キャリヤ、または補助
キャリヤと呼ばれる。一般に、主ＣＣまたはアンカーＣＣは、ＵＥ固有の必須事項のシグ
ナリングを搬送する。主ＣＣはアップリンクおよびディレクションＣＡの両方に存在して
いる。ネットワーク（例えば無線基地局１２'）は別の主キャリヤを、同じセクタまたは
セルで動作している別のユーザ装置に割り当てることができる。
【００２１】
　キャリヤアグリゲーションのおかげで、ユーザ装置１０は複数の在圏セルを持っている
。１つの主在圏セルと１つ以上の副在圏セルである。在圏セル（例えば第１のセル１１）
は、主セル（ＰＣｅｌｌ）、主キャリヤ、または主在圏セル（ＰＳＣ）として区別なく呼
ばれる。同様に、副在圏セル１４は、副セル（ＳＣｅｌｌ）または副在圏セル（ＳＳＣ）
として区別なく呼ばれる。用語にかかわらず、ＰＣｅｌｌとＳＣｅｌｌ（ｓ）は、ユーザ
装置１０にデータの受信と送信とを可能とする。より具体的には、ＰＣｅｌｌとＳｃｅｌ
ｌは、ユーザ装置１０によるデータの受信及び送信のためにＤＬとＵＬとに存在している
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。ＰＣＣとＳＣＣの上の残りの在圏セルではないセルは隣接セルと呼ばれる。
【００２２】
　ＣＡに属しているＣＣは、同じ周波数帯域に属するか（別名バンド内ＣＡ）、または違
う周波数帯域に属するか（別名バンド間ＣＡ）、またはそれのすべての組み合わせ、例え
ば、バンドＡ中の２つのＣＣとバンドＢ中の１つのＣＣとに属することができる。バンド
内ＣＡ内のキャリヤは隣接していてもよいし（別名連続）、または隣接していなくてもよ
い（別名不連続）。不連続バンド内ＣＡにおいて、ギャップの中のキャリヤは他のオペレ
ータによって使われることができる。一般にバンド内ＣＡにおいて、ユーザ装置１０は、
１つの無線周波数（ＲＦ）受信機チェーンと、特に合計の集められたキャリヤが一定の限
界、例えばＨＳＰＡについて合計で２０ＭＨｚまたはＬＴＥについて合計で４０ＭＨｚの
中にある場合には、集められたキャリヤをそれぞれ受信し、送信するためのＲＦ送信機チ
ェーンとを必要とすることがある。さもなければ、ユーザ装置１０は、特に不連続ＣＡの
場合に、集められたより多くのキャリヤのために、複数のＲＦ送受信機チェーンを実装す
る必要がある。
【００２３】
　２つのバンドに分散されたＤＬキャリヤを含むバンド間ＣＡは、ＨＳＰＡにおける２バ
ンド２キャリヤ高速ダウンリンクパケットアクセス（ＤＢ－ＤＣ－ＨＳＤＰＡ）とも呼ば
れる。さらに、バンド内ＣＡにおけるＣＣは周波数領域で隣接であるか、隣接でない（別
名のバンド内不隣接ＣＡ）。バンド内隣接、バンド内不隣接、およびバンド間を含むハイ
ブリッドＣＡもまたあり得る。
【００２４】
　ＨＳＰＡリリース１０においては、ＤＬキャリヤまたはＤＬセルが、同じ周波数帯域に
属するか、または２つを超える異なる周波数帯域、例えばバンドＩ（２．１ＧＨｚ）内の
３つの隣接ＤＬキャリヤ及びバンドＶＩＩＩ（９００ＭＨｚ）内の１つのＤＬキャリヤに
分かれた最大４つまでのＤＬキャリヤを集めることができる（別名４Ｃ－ＨＳＤＰＡ）。
ＨＳＰＡリリース１１においては、８ＤＬまでのキャリヤを集めることができて、８Ｃ－
ＨＳＤＰＡと呼ばれる。ＤＬキャリヤは２つまたはより多くの帯域にも分散することがで
きる。ＨＳＰＡ及びＬＴＥ仕様書の現在のバージョン、すなわちリリース１０においては
、高次レイヤ（例えば無線リソースコントロール（ＲＲＣ））によって設定される場合に
は、１つの周波数帯域に属しているすべてのキャリヤは隣接していなければならないこと
がある。しかし、同じバンドの中で隣接していないキャリヤ上のオペレーションはキャリ
ヤの活性化または非活性化またはその両方に起因することがあり、それは低次レイヤ（例
えば媒体アクセス制御（ＭＡＣ）層））によって実行される。しかし上述したように、同
じ帯域の中で隣接していないキャリヤが設定可能であることは、ユーザ装置１０がこの能
力をサポートすることで提供される。
【００２５】
　ＬＴＥバンド内ＣＡにおいては、原則として、各々が２０ＭＨｚまでの最高５つまでの
ＤＬキャリヤおよびＵＬキャリヤをユーザ装置１０は集めることができる。追加のキャリ
ヤさえ将来のリリースにおいて導入できる。少なくとも、リリース１０で、２つのＤＬキ
ャリヤと２つのＵＬキャリヤ（すなわちＵＬ及びＤＬで最高４０ＭＨｚ）については、Ｕ
Ｅの必要条件は存在している。バンド内不連続ＣＡも、ＤＬとＵＬの両方でＬＴＥにおい
て可能である。ユーザ装置１０はシングルＲＦチェーンまたは集められた帯域幅に依存し
ている複数のＲＦチェーンを使うことができる。
【００２６】
　ＬＴＥバンド間ＣＡにおいて、各々が２０ＭＨｚまでの、異なるバンドに属する最高５
つまでのＤＬキャリヤおよび５つまでのＵＬキャリヤをユーザ装置１０は集めることがで
きる。異なるバンドに属している追加のキャリヤさえ将来のリリースにおいて導入できる
。少なくとも、リリース１０においては、異なるバンドに属する２つのＤＬキャリヤ及び
１つのＵＬキャリヤについては、ＵＥの必要条件は存在している。２つのＵＬのバンド間
ＣＡのための必要条件はリリース１１において導入されつつある。一般にバンド間ＣＡの
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ために、異なる周波数帯域に属し得る各ＣＣのために、ユーザ装置１０は独立したＲＦチ
ェーンを持っている。
【００２７】
　マルチＲＡＴマルチキャリヤの概念
　異なる技術のキャリヤの間でキャリヤアグリゲーションを使うことは「マルチＲＡＴキ
ャリヤアグリゲーション」または「マルチＲＡＴマルチキャリヤシステム」または単に「
インターＲＡＴキャリヤアグリゲーション」とも称される。例えば、ＷＣＤＭＡとＬＴＥ
からのキャリヤを集めることができる。別の例はＬＴＥとＣＤＭＡ２０００キャリヤのア
グリゲーションである。明晰さのために、ここに説明されるのと同じ技術の中のキャリヤ
アグリゲーションは'ＲＡＴ内'または単に'シングルＲＡＴ'キャリヤアグリゲーションと
されててもよい。インターＲＡＴＣＡにおいて、システムの１つは主システムとして、別
のひとつまたは残りのひとつは副システムまたは補助システムとして設定することができ
る。主システムは、無線基地局１２'及びユーザ装置１０などのネットワークの間で基本
のシグナリングと設定（コンフィギュレーション）情報を搬送してもよい。
【００２８】
　マルチポイントキャリヤアグリゲーション
　ＣＡ内のＣＣは共同で同じサイトまたは基地局に置かれてもよいし、そうされなくても
よい。例えば、ＣＣは異なる位置で（例えば位置していない基地局（ＢＳ）またはＢＳ、
およびリモート無線ヘッド（ＲＲＨ）またはリモート無線ユニット（ＲＲＵ）から）生じ
てもよい（すなわち送信されるか、あるいは受信されてもよい）。結合されたＣＡとマル
チポイント通信の有名な例は、分散アンテナシステム（ＤＡＳ）、ＲＲＨ、ＲＲＵ、協調
マルチポイント（ＣｏＭＰ）送信、マルチポイント送信または受信などである。本実施形
態はまたマルチポイントキャリヤアグリゲーションシステムに適用される。
【００２９】
　本実施形態の開発している一部分として、ひとつの問題が最初に認識され、議論される
であろう。ＣＡ能力のないユーザ装置などのレガシーなユーザ装置が存在しているレガシ
ーシングルキャリヤシステムにおいて、オートノマスギャップまたは自律的測定用ギャッ
プは、ターゲットセルのシステム情報（ＳＩ）を読むために、レガシーユーザ装置により
、レガシーユーザ装置がデータを受信する唯一のキャリヤであるサービングキャリヤ周波
数上で生成される。背景技術で説明したように、従来のマルチキャリヤシステムでは、レ
ガシーユーザ装置がターゲットセルのＳＩを読むことを要求される場合に、オートノマス
ギャップは主コンポーネントキャリヤ（ＰＣＣ）またはＰＣｅｌｌの上でユーザ装置によ
って生成される。ユーザ装置１０がＣＡ能力を持ち、複数の受信機チェーン（例えばバン
ド間ＣＡ）を持っていても、オートノマスギャップはＰＣＣの上で生成される。この場合
に、ＰＣＣとＳＣＣは違うバンドで、例えばＰＣＣとＳＣＣはバンドＡとバンドＢとでそ
れぞれ別個のチェーンを用いて動作する。例えば従来技術では、レガシーユーザ装置がＳ
ＣＣの上でターゲットセルのＳＩを読んでも、オートノマスギャップはＰＣＣの上でいつ
も生成される。
【００３０】
　これは、オートノマスギャップによるデータ中断がいつもＰＣｅｌｌに発生するであろ
うということを意味している。データ中断はＰＣＣの上のＰＣｅｌｌで、また、ＰＣＣに
隣接するＳＣＣの上のＳＣｅｌｌ（ｓ）でも発生することがある。これは、隣接キャリヤ
が一般に同じ無線部分、例えば電力増幅器やＲＦフィルタを共有するためである。すなわ
ち、一定の集められた帯域幅までは隣接するキャリヤに対する共通の無線チェーンがある
。
【００３１】
　しかし、オートノマスギャップがいつも生成される主キャリヤは、一般に副キャリヤの
上のデータに比べてより重要なデータを含む可能性がある。例えばＰＣｅｌｌは、中断と
遅延が最小化されるべきであるすべての重要なコントロールシグナリングを含む。さらに
、主キャリヤと１つ以上の副キャリヤとは同じバンド中で隣接してもよい（たとえば４Ｃ
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－ＨＳＤＰＡのシナリオにおけるバンドＡ中の主キャリヤを含む３つのキャリヤとバンド
Ｂ中のひとつのキャリヤ）のに対して、残りの副キャリヤは違うバンドに属するしてもよ
い（たとえばバンドＢ中のひとつのキャリヤ）。このようなシナリオにおいて、オートノ
マスギャップがバンドＡ上で設定される場合はデータ中断全体に関してより一層影響があ
る。これは、レガシーユーザ装置は３つのキャリヤすべてを受信するための１つの広帯域
受信機を持つかもしれないからであり、ギャップによる結果として同一の帯域すなわちバ
ンドＡ内の全隣接キャリヤ上の送信が中断される可能性があるからである。バンドＡ上の
キャリヤが例えばボイスオーバーＩＰ（ＶＯＩＰ）などの遅延に影響を受けやすいデータ
を搬送する場合に、これは特に不適当である。
【００３２】
　従来技術においては、レガシーユーザ装置が、すべての設定されたキャリヤの上で、そ
れらが隣接している場合に、オートノマスギャップを生成する可能性があるというリスク
もある。一定のＵＥの実装では、副バンドの上のギャップを生成さえできる。これはＰＣ
ｅｌｌの上だけでなく１つ以上のＳＣｅｌｌｓの上のデータ中断を引き起こすであろう。
それゆえ、レガシーユーザ装置がＳＩを読む場合に、そして特にインターＲＡＴＳＩのた
めに、データの損失全体はかなり大きくなるであろう。インターＲＡＴセルのためのＳＩ
読み取り遅延はかなり長い（例えばインターＲＡＴ　ＵＴＲＡＮセルのために１－２秒）
。
【００３３】
　ＣＡ能力を持たないユーザ装置はまた、一定のタイプの測定（例えばインターフリーク
エンシ測定またはインターＲＡＴ測定またはその両方）を実行するために複数の無線受信
機を持つことがある。このことは、インターフリークエンシ測定またはインターＲＡＴ測
定またはその両方を実行するための測定用ギャップ（すなわちＬＴＥにおける正常な測定
用ギャップ、またはＨＳＰＡにおける圧縮されたモードパターン）の使用を妨げる。しか
し、従来技術では、ＳＩ読み取りのためのオートノマスギャップはサービングキャリヤ周
波数の上で生成されることしかできない。これはサービングキャリヤの上のデータの中断
を起こす。
【００３４】
　本実施形態によると、無線通信ネットワークの中のセル１１と関連しているＳＩを取得
するための方法が開示される。本実施形態は、ユーザ装置１０が例えばターゲットの周波
数内セル、インターフリークエンシセルまたはインターＲＡＴセルのＳＩを読むためにオ
ートノマスギャップを生成するダウンリンクキャリヤ（ＤＬキャリヤ周波数とも呼ばれる
）を明示的に指定するための方法を提供する。
【００３５】
　図２はフローチャートと信号方式の結合された概略図である。上記の実施形態は以下で
より詳細な記述の中で説明されるであろう。
【００３６】
　アクション２０１．
　いくつかの実施形態によると、ユーザ装置１０は、ターゲットセルのＳＩを取得する際
に、その能力または能力の情報を、キャリヤ周波数固有の自律的測定用ギャップを生成す
ることが可能なネットワークノード１２、１２'，１５に報告する。キャリヤ固有のオー
トノマスギャップ能力は、ユーザ装置１０が、サービングキャリヤまたはサービング周波
数帯域だけではなく、任意のキャリヤまたは周波数帯域のセルのＳＩを読む場合に、これ
らのオートノマスギャップを生成できることを意味している。従って、ユーザ装置１０は
、セルのシステム情報の取得のため、測定用ギャップ能力、または複数のダウンリンクキ
ャリヤの中から任意のダウンリンクキャリヤにオートノマスギャップを生成する能力のイ
ンジケータを送信してもよい。能力または能力についての情報はまた、よりいっそう広範
囲にわたるかもしれない。例えばユーザ装置１０は、それが、同時に異なるセルのＳＩを
読むために異なるキャリヤまたはバンドの上でオートノマスギャップを生成することが可
能であることを示すことができる。例えば、ネットワークノード１２、１２'、１５ によ
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って要求されたならば、ユーザ装置１０（例えば、バンドＡとバンドＢとを仮定したイン
ターバンドＣＡをサポートしている）は、周波数内セルのＳＩの読み取りのためバンドＡ
上で、かつインターフリークエンシセルのＳＩの読み取りのためバンドＢ上で、オートノ
マスギャップを生成する。これは２つのセルのＳＩ読み取りのより速い取得を可にする。
さらに、この（高度である）能力は、ユーザ装置１０がオートノマスギャップを異なるキ
ャリヤまたはバンドの上に分散することを可能にする。このことは、１つのキャリヤの上
におけるデータの中断をより少なくする。従来技術では、すべてのギャップはＰＣｅｌｌ
（すなわちバンドＡ）上で生じ、それはＰＣｅｌｌまたは在圏セル上で深刻な中断を導く
であろう。
【００３７】
　能力は各「ＳＩ読み取りのタイプ」について別々に報告されてもよいか、ＳＩ読み取り
のすべてまたはグループに対して適用可能であってもよい。「ＳＩ読み取りのタイプ」は
周波数内セル、インターフリークエンシセル、またはインターＲＡＴセルの読み取りＳＩ
を意味してもよい。キャリヤ固有のオートノマスギャップを使っているインターＲＡＴＳ
Ｉ読み取りのためのＲＡＴがまた示されてもよい。在圏セルがＥ－ＵＴＲＡである場合に
、例えばユーザ装置１０はＵＴＲＡＮとＣＤＭＡ２０００のためのインターＲＡＴ読み取
りをサポートすてもよい。
【００３８】
　能力はまたＲＡＴに特有であってもよい。例えば或るＵＥは、キャリヤ固有のオートノ
マスギャップを生成することによって、それが周波数内セルのＳＩとインターフリークエ
ンシＵＴＲＡ　ＦＤＤセルのＳＩを読むことが可能であることを示すことができる。
【００３９】
　この能力を受信するネットワークノード１２、１２'、１５は、任意の在圏無線ネット
ワークノードであるか、コアネットワークノードであるか、またはポジショニングノード
であってもよい。
【００４０】
　上記の任意のネットワークノードへの能力のシグナリングは、ＲＲＣ、ＬＴＥポジショ
ニングプロトコル（ＬＰＰ）などの任意の適切なプロトコルを用いて行える。
【００４１】
　ユーザ装置１０は、ネットワークノード１２、１２'、１５からいかなる明示的な要求
も受け取らずに先を見越した（プロアクティブな）報告を行うことで、または、ネットワ
ークノード１２、１２'、１５からなんらかの明示的な要求を受信したときに報告を行う
ことで、またはその両方で、出来事を報告するためのその能力を報告することができる。
【００４２】
　先を見越した報告の場合に、ユーザ装置１０は初期のセットアップまたは呼のセットア
ップの間（例えばＲＲＣ接続を設立時や、例えばハンドオーバ、リダイレクションを伴う
ＲＲＣ再設定などのセル変更の間、または定期的な報告のときの少なくともいずれか）に
その能力を報告できる。
【００４３】
　アクション２０２．
　本実施形態によると、（ターゲット）セル１１のＳＩを取得するようにユーザ装置１０
に要求することができるネットワークノード１２、１２'、１５は、ＳＩを読む時にユー
ザ装置１０がオートノマスギャップを生成すべきダウンリンクキャリヤ、キャリヤ周波数
、または周波数帯域を決定する。ネットワークノード１２、１２'、１５はまた、ダウン
リンクキャリヤに加えて、ユーザ装置１０がＳＩを読むときにオートノマスギャップを生
成すべきセルを決定してもよい。セルは、一定の周波数帯域に属する一定のキャリヤ周波
数上で動作する。マルチセル環境において、いくつかのセルはひとつのキャリヤ上で動作
する。ＴＤＤにおいて、ダウンリンクキャリヤとアップリンクキャリヤは同じである。し
かし、ＦＤＤでは、ダウンリンクキャリヤとアップリンクキャリヤとは異なる。セルは少
なくとも２つのパラメータによって識別される。セルＩＤおよびセルが動作するダウンリ
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ンクキャリヤ周波数である。これは、使用可能な物理セルＩＤ（ＰＣＩ）が、例えばＬＴ
Ｅでは５０４に制限され、それゆえＰＣＩは一般に異なるキャリヤ周波数で再利用される
ためである。
【００４４】
　受信した能力についての能力情報が使用可能で、ユーザ装置１０がターゲットセルのＳ
Ｉを読むときにオートノマスギャップを生成すべきダウンリンクキャリヤおよびセルを選
択する際にネットワークノードがさらに追加の基準を使うことがあるのであれば、ネット
ワークノード１２、１２'、１５は、上で説明された、少なくとも受信した能力について
の能力情報を使うことができる。選択されたダウンリンクキャリヤは、さまざまな異なる
タイプのＳＩの読み取り（すなわち周波数内、インターフリークエンシ、またはインター
ＲＡＴなど）ごとに異なってもよい。
【００４５】
　本実施形態は主な関連したネットワークの実装である。しかしながら適切な基準に基づ
いて、ネットワークノード１２、１２'、１５は、ユーザ装置１０に、指示したキャリヤ
（すなわちネットワークノード１２により選択された）上で、要求されたセルのＳＩを読
むためにオートノマスギャップの生成を要求することができる。
【００４６】
　アクション２０３．
　ネットワークノード１２、１２'、１５はそれから、選択されたダウンリンクキャリヤ
を示しているか指定している指示を送信する。従って、ユーザ装置１０は、ネットワーク
ノード１２、１２'、１５から、ユーザ装置１０が少なくとも１つのセルのＳＩを取得す
るためのオートノマスギャップを生成すべきダウンリンクキャリヤと関連した情報を受信
する。ユーザ装置１０は、さらに、オートノマスギャップが生成される、指示されたダウ
ンリンクキャリヤでセル情報（例えばセルＩＤ、ＣＧＩなど）を受信してもよい。
【００４７】
　ネットワークノード１２、１２'、１５は、ターゲットセルのＳＩを読むために特定の
ダウンリンクキャリヤにオートノマスギャップを生成するようにユーザ装置１０を設定で
きる。この指示は、キャリヤ周波数番号（例えばＨＳＰＡにおけるＵＴＲＡ絶対無線周波
数チャネル番号（ＵＡＲＦＮＣ）またはＬＴＥにおけるＥ－ＵＴＲＡ絶対無線周波数チャ
ネル番号（ＥＡＲＦＣＮ））および／またはバンドインジケータまたはすべての他の関連
周波数情報で送ることができる。ネットワークノード１２、１２'、１５により送信され
た指示はまた、ユーザ装置１０によりオートノマスギャップが生成される必要がある指示
されたキャリヤにセルのセルＩＤ（例えばＰＣＩ、ＣＧＩなど）を含むことができる。周
波数番号はＤＬキャリヤまたはＵＬキャリヤまたはその両方のそれと一致してもよい。
【００４８】
　その指示はまた、例えば２つの周波数帯域（例えばバンドＡ及びバンドＢ）上のキャリ
ヤのインターバンドＣＡを持つユーザ装置１０に対して、ユーザ装置１０がオートノマス
ギャップを生成すべきである周波数帯域のみに関して表現されてもよく、ユーザ装置１０
はバンドＢ上のギャップを設定するよう要求され得る。それから、指示された帯域内の特
定のダウンリンクキャリヤの上でオートノマスギャップを生成すべきユーザ装置１０次第
である。その代わりに、指示された帯域の中の周波数はまた、所定の規則、例えばバンド
の中の第１の周波数に基づいて決められてもよい。
【００４９】
　その指示はまたマルチキャリヤの場合に特にセルＩＤに関して送られてもよい。例えば
、ネットワークノード１２、１２'、１５は、ユーザ装置１０が、ＳＣｅｌｌの上だけの
オートノマスギャップを生成することになっていることを指示することができる。別の例
において、複数のＳＣｅｌｌがある場合に、ユーザ装置１０は任意のＳＣｅｌｌへオート
ノマスギャップを生成することが許されてもよい。後者の場合、ユーザ装置１０はまた、
それがＳＩを読むためのギャップを生成するＳＣｅｌｌのネットワークノード１２、１２
'、１５に戻して指示することができる。
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【００５０】
　別の可能性は、ネットワークノード１２、１２'、１５がユーザ装置１０に、ターゲッ
トセルのＳＩを読むときに周波数固有のオートノマスギャップがユーザ装置１０により使
われるかどうかを指示することができる、ということである。この指示は、例を用いて説
明されるように、ターゲットセルのＳＩを読むためのユーザ装置１０によるオートノマス
ギャップの使用の活性化または非活動化を可能とすする。例えば、特定のダウンリンクキ
ャリヤのためのオートノマスギャップをユーザ装置１０が使用する必要がない場合、ユー
ザ装置１０は、サービングキャリヤ／主キャリヤの上で、または複数のキャリヤまたは帯
域（例えばＰＣＣ及びＳＣＣ）上でも、オートノマスギャップを生成してよい。しかし、
キャリヤ／周波数固有のオートノマスギャップを使用する必要がある場合には、ユーザ装
置１０は、ネットワークノード１２、１２'、１５によって指示されるか、所定の規則に
基づいて、決められる特定のダウンリンクキャリヤの上だけでオートノマスギャップを生
成することを許される。
【００５１】
　その指示は、複数のセルのＳＩをユーザ装置１０が読む必要がある場合に、それぞれの
ターゲットセルのＳＩ読み取りに関して別々にネットワークノード１２、１２'、１５に
よりユーザ装置１０へ送信できる。指示されたダウンリンクキャリヤと関連づけられたオ
ートノマスギャップは、特定タイプのセルのＳＩ読み取りにリンクでき、それは周波数内
、インターフリークエンシ、インターＲＡＴの少なくともいずれかである。その指示はす
べてのタイプのＳＩ読み取りのために適用可能であてもよい。
【００５２】
　ネットワークノード１２、１２'、１５は、その指示とともに例えばＳＩ読み取りのた
めの要求を提供するために、ＲＲＣシグナリングまたはすべての他の適当なプロトコルを
使うことができる。しかし、例えばレイヤ２またはＭＡＣ層のシグナリングの他の方法を
、またユーザ装置１０にこの指示を提供するために使うことができる。
【００５３】
　アクション２０４．
　ユーザ装置１０は受信した指示または情報を解釈する。受信した情報に含まれているな
らば、受信した指示から決定されるように、少なくとも１つのターゲットセルのＳＩを取
得するために、ユーザ装置１０はそれから、指示されたダウンリンクキャリヤの上および
例えば指示されたセルの上のオートノマスギャップを生成する。
【００５４】
　従って、指示またはすべての関連する周波数／バンド情報またはその両方をネットワー
クノード１２から受信すると、ユーザ装置１０は指示されたダウンリンクキャリヤの上の
オートノマスギャップを生成し、例えばネットワークノード１２によって要求されるよう
に、ターゲットセルのＳＩを読む。例えば、ユーザ装置１０がバンド間ＣＡ（バンドＡと
バンドＢ）をサポートするだけならば、ユーザ装置１０は、これが在圏ネットワークノー
ド１２によって指示されるならば、ターゲットセルのＳＩを読むためにバンドＢの上だけ
のオートノマスギャップを生成してもよい。
【００５５】
　ユーザ装置１０は、以下に示すように、ＤＬキャリヤを選択するための所定の規則また
はネットワーク構成を所定の規則の組み合わせに基づいて、使用するＤＬキャリヤを選択
し、オートノマスギャップを生成できる。
【００５６】
　アクション２０５．
　ユーザ装置１０はそれから、ネットワークノード１２によって要求されたように、ＳＩ
の読み出し、例えば少なくとも１つのセルの少なくとも取得したＳＩ情報を含む少なくと
も１回の測定を報告する（すなわちオートノマスギャップの間に）。その結果、ＳＩの読
み出しを実行した後に、オートノマスギャップを使って、ユーザ装置１０は取得したＳＩ
をネットワークノード１２（例えば在圏ノードまたは前に説明したように測定するよう要
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求されたノード）に送信する。
【００５７】
　本実施形態はまた、マルチキャリヤ／ＣＡ能力を持たない可能性がある（すなわち１つ
のＤＬキャリヤだけでデータを受信する）ものの、測定用ギャップのない１つ以上のイン
ターフリークエンシキャリヤまたはインターＲＡＴキャリヤ上で測定を実行する方法を持
つユーザ装置に適用することができる。そのようなＵＥは一般に追加の受信機チェーンを
持っていて、従って、同時に複数のダウンリンクキャリヤの上の信号を受信することがで
きる。ユーザ装置１０を、１つのダウンリンクキャリヤの上だけのデータを受信すること
が可能であるけれども、また測定用ギャップなしで別のダウンリンクキャリヤの上で測定
することができるＵＥと考える。例えば、Ｆ１はサービングキャリヤであり、Ｆ２はギャ
ップなしで測定できるけれども、ユーザ装置１０はＦ２ではいかなるデータも受信できな
い。それゆえ、この例におけるシグナリング方法は、ネットワークノード１２、１２'、
１５により、Ｆ２の上でターゲットセルのＳＩの読み取りのためにユーザ装置１０がオー
トノマスギャップを生成することの指定を可能としてもよい（すなわち、測定のためにだ
け使われる追加の無線チェーンを使って）。このように、いかなるデータの損失もサービ
ングキャリヤＦ１の上にはないであろう。前述したように、従来技術においては、オート
ノマスギャップはＦ１の上でいつも設定され、データの損失につながる。
【００５８】
　ターゲットセルの能力情報のＳＩを読むために特定のダウンリンクキャリヤ（そしてま
たセル）上でオートノマスギャップを生成するようユーザ装置１０を設定する方法はまた
、少なくとも試験装置（ＴＥ）ノードを有するテストシステム（別名システムシミュレー
タ（ＳＳ））に実装できる。このテストシステムは、ユーザ装置１０が、ＳＩ読み取りの
ために周波数固有のオートノマスギャップを生成することが可能であることを確認するテ
ストのために、ユーザ装置１０にこの情報を信号で伝えてもよい。例えばテストは、シグ
ナリング／プロトコル／手順テストケースまたは性能／ＲＲＭテストケースであり、ユー
ザ装置１０がこの機能をサポートすることを検証する。これは、テストシステム（例えば
ＴＥまたはＳＳノード）がテスト手順を実装し、この機能と関連したＵＥシグナリング及
び性能が検証されることを保証する。すなわち、ＵＥ能力情報を受信し、ＳＩ読み取りの
ために周波数固有のオートノマスギャップを生成するようにＵＥを設定し、ＳＩ読み出し
の結果を受信し、その結果を分析し解釈する。
【００５９】
　ユーザ装置１０は、ユーザ装置１０にサービスしている無線基地局１２'または別のノ
ードにＳＩ読み取りを信号で伝えるか、報告することができる。
【００６０】
　ユーザ装置１０における方法はさらに以下を含んでもよい。
－ユーザ装置１０が、少なくとも周波数内、インターフリークエンシまたはインターＲＡ
ＴターゲットセルのＳＩを読むために特定のダウンリンクキャリヤ周波数に対してオート
ノマスギャップをサポートすることが可能であることを、ネットワークノード（例えば無
線基地局１２'）に対して指示するシグナリング手段。
－先を見越してまたはネットワークノードから明示的な要求に基づいて、上記の能力をネ
ットワークノードに報告する報告手段。
【００６１】
　ユーザ装置１０における方法はさらに以下を含んでもよい。
－ユーザ装置１０が、少なくとも周波数内、インターフリークエンシ、またはインターＲ
ＡＴターゲットセルのＳＩを読むためにオートノマスギャップを生成するであろうキャリ
ヤ周波数およびセル（指示されていれば）を指示する表示を、ネットワークノード１２か
ら受信すること。
－受信した指示に基づいて、指示されているならば指示されたキャリヤ周波数とセルの上
のオートノマスギャップを生成し、生成したオートノマスギャップでＳＩを読み、結果を
ネットワークノード、例えばｅＮＢに報告する報告すること。
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【００６２】
　ユーザ装置１０における方法はさらに以下を含んでもよい。
－前決定されたか、所定の規則または受信した指示または受信した指示と所定の規則との
組み合わせのうちの１つに基づいてオートノマスギャップキャリヤ周波数を生成すること
。
【００６３】
　ネットワークノード１２、１２'、１５における方法は、ユーザ装置１０が、少なくと
も周波数内、インターフリークエンシ、またはインターＲＡＴターゲットセルのＳＩを読
むためにオートノマスギャップを生成するであろうキャリヤ周波数およびセル（指示され
たなら）
を指示するシグナリング方法を有してもよい。
【００６４】
　従って、いくつかの例において、ユーザ装置１０は、能力、または能力についての情報
を、ＤＬキャリヤでの通信の中でオートノマスギャップを生成するために無線基地局１２
'などのネットワークノードに報告してもよい（そのオートノマスギャップは、システム
情報を検索するために使うことができる）。この能力はさらに、ユーザ装置が、周波数固
有のキャリヤの上でオートノマスギャップを生成することが可能であることを示す。ユー
ザ装置１０はそれから、ユーザ装置１０が、セル１１のシステム情報の読み取りのために
オートノマスギャップを生成するダウンリンクキャリヤまたはキャリヤ周波数を示す指示
をネットワークノード１２、１５から受信できる。ユーザ装置１０はそれからオートノマ
スギャップを生成し、セル１１のＳＩを読むことができる。この目的はネットワークノー
ドにおける方法によって達成されてもよい。いくつかの例において、ネットワークノード
はユーザ装置から報告された能力を受信できる。さらに、ネットワークノードはそれから
、ユーザ装置が測定用ギャップを生成することになっているキャリヤを選択あるいは決定
する。このいくつかの実施形態によると、ネットワークノードは、セル１１と関連してい
るシステム情報を取得するようユーザ装置１０に要求する。ネットワークノードは指示を
ユーザ装置１０に送信する。その指示は、ユーザ装置１０がセル１１と関連しているシス
テム情報を取得するためにオートノマスギャップを生成するダウンリンクキャリヤを指定
する。
【００６５】
　このいくつかの実施形態は以下の利点と効果とをもたらしている：第１のネットワーク
ノード１２または他のネットワークノードなどのネットワークノードに、セルのＳＩを読
むためにユーザ装置１０がオートノマスギャップを生成するキャリヤ周波数または周波数
帯域またはその両方を指定するための柔軟性を提供する；在圏セル／主セルの上のデータ
中断／損失につながる、オートノマスギャップが常にサービング／主キャリヤの上で生成
される状況を防止すること；キャリヤアグリゲーションシステム中の在圏セル／主セルお
よび副セルすべてでデータ中断／損失につながる、オートノマスギャップがすべてのキャ
リヤの上ですなわちサービング／主キャリヤと副キャリヤすべての上で生成される状況を
防止すること；複数のＳＩを読み取る場合に、ネットワークノード１２、１２'、１５が
、異なるキャリヤにオートノマスギャップを生成するようユーザ装置１０を設定すること
を可能とすること。これにより、オートノマスギャップのすべてのセットが従来技術にお
いてと同じキャリヤの上で生成される場合と比べて、スループットおよび、特に、ピーク
データレートの深刻な低下が小さくなる；ユーザ装置１０を、重要な情報（例えば制御シ
ングナリング、重要な／時間的なクリチカルなデータ、位置決め測定、または緊急呼出し
と関連した情報など）を含むキャリヤにオートノマスギャップを設定することから避けさ
せる、
　以下に、ＳＩ読み取りのためのＵＥのオートノマスギャップの説明が開示されるであろ
う。
【００６６】
　ＳＩ読み取りのメカニズム
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　ＨＳＰＡとＬＴＥにおいて、在圏セル、例えば第１のセル１１（実際には無線基地局１
２'）は、ターゲットセルのシステム情報を取得するようユーザ装置１０に要求すること
ができる。より具体的に、ＳＩは、ターゲットセルの、セルを一意に識別するセルグロー
バル識別子（ＣＧＩ）を取得するためにユーザ装置１０によって読まれる。
【００６７】
　ユーザ装置１０は、ＲＲＣシグナリング経由で在圏ネットワークノードから、例えばＬ
ＴＥの場合にはＨＳＰＡまたはｅＮｏｄｅＢにおける無線ネットワークコントローラ（Ｒ
ＮＣ）から、明示的な要求を受け取ったときに、ターゲットセル（例えば周波数内セル、
インターフリークエンシセル、またはインターＲＡＴセル）のＳＩを読む。取得されたＳ
Ｉはそれから、第１のセル１１または無線基地局１２'に報告されてもよい。そのシグナ
リングメッセージは適切なＨＳＰＡとＬＴＥ仕様書の中で定義される。
【００６８】
　ターゲットセルのＣＧＩを含んでいるＳＩを取得するために、後で説明されるように、
ユーザ装置は、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）と関連するシステム情報ブロック（ＳＩＢ
）とを含むＳＩの少なくとも一部を読み取る必要がある。用語ＳＩ読み取り／デコーディ
ング／取得、ＣＧＩ／発展型ＣＧＩ（ＥＣＧＩ）読み取り／デコーディング／取得、閉鎖
的加入者グループ（ＣＳＧ）ＳＩ読み取り／デコーディング／取得は、区別なく使われる
けれども同じ、または同様な意味を持っている。
【００６９】
　ＣＧＩの取得のためのＳＩの読み取りは、ユーザ装置１０によって自律的に生成される
測定用ギャップの間に実行される。従って、ギャップの数とそれらのサイズは、電波条件
、読まれるＳＩのタイプなどの他の要因だけでなくＵＥの実装に依存する。用語「自律的
」は、ネットワークが、ギャップが生成されるときを正確に知らないことを意味している
。ギャップは、少なくともダウンリンク内で生成され、この場合ユーザ装置１０がデータ
を受信することができない。しかし、オートノマスギャップはまた、特にターゲットのイ
ンターフリークエンシセルまたはインターＲＡＴセルのＳＩを取得するときに、アップリ
ンクの中で生成されてもよい。この場合、ユーザ装置１０は、データを受信も送信もでき
ない。これに対して、通常の周期的な測定用ギャップ（別名圧縮モードパターン、送信ギ
ャップなど）が、例えばＲＳＲＰ／ＲＳＲＱなどのモビリティ測定を実行するために使わ
れる。それらは、明示的な設定をユーザ装置１０に送信することによってネットワークに
より設定される。それゆえ、この場合には、ネットワークは正確に各ギャップの時間的な
位置を知っている。
【００７０】
　ユーザ装置１０がターゲットセルのＳＩの読み取りと並行してデータを受信または送信
またはその両方をしないために、オートノマスギャップは必要である。その理由は、同時
操作は、複雑性、メモリ要件、および電力消費を増すことである。さらに、レガシーシン
グルキャリヤＵＥ（すなわちＣＡ能力を持たない）は一般に、１つのキャリヤ周波数、例
えばＷＣＤＭＡの場合の５ＭＨｚ、またはＬＴＥの場合の２０ＭＨｚ（すなわちＬＴＥの
１つのキャリヤは上限２０ＭＨｚ）だけでデータを受信するために１つの受信機を持って
いる。これは、少なくともインターフリークエンシの、そしてインターＲＡＴのＳＩを取
得するために、そのようなＵＥにはオートノマスギャップが必要であることを意味してい
る。
【００７１】
　ＳＩ読み取りはまた、ＣＧＩ、例えばＣＳＧまたはハイブリッドＣＳＧインジケータな
どを越えて付加情報を取得するために使われてもよい。
【００７２】
　ＬＴＥにおいて、ユーザ装置１０は、ターゲットセルが進化型地上無線アクセスネット
ワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）の周波数内またはインターフリークエンシセルである場合、タ
ーゲットセルであるＥ－ＵＴＲＡＮセル（それは、周波数分割多重（ＦＤＤ）または時分
割多重（ＴＤＤ）であってもよい）のＭＩＢとＳＩＢ１を読み、そのＣＧＩ（別名Ｅ－Ｕ
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ＴＲＡＮＣＧＩ）を取得する。
【００７３】
　ＬＴＥにおいて、ＭＩＢは４０ミリ秒の周期性で周期的に送信されて、繰返しは、４０
ミリ秒以内に行われる。ＭＩＢの最初の送信は、システムフレーム番号（ＳＦＮ）　ｍｏ
ｄ　４＝０となる無線フレームのサブフレーム＃０にスケジューリングされ、繰返しは、
その他のすべての無線フレームのサブフレーム＃０にスケジューリングされる。ＬＴＥに
おいて、ＭＩＢはセル帯域幅、ＳＦＮなどの基礎情報を含んでいる。
【００７４】
　他のＳＩＢメッセージと同様にＬＴＥのＳＩＢ１はＤＬ共有チャンネル（ＳＣＨ）上で
送信される。ＳＩＢ１は８０ミリ秒の周期性によって送信されて、繰返しは、８０ミリ秒
以内に行われる。システム情報ブロックタイプ１の最初の送信は、ＳＦＮ　ｍｏｄ　８＝
０の無線フレームのサブフレーム＃５にスケジューリングされ、繰返しはＳＦＮ　ｍｏｄ
　２＝０の他のすべての無線フレームのサブフレーム＃５にスケジューリングされる。Ｌ
ＴＥのＳＩＢ１はまた、変化したかどうかをＳＩメッセージに示すことができる。ユーザ
装置１０はＳＩの来る変化についてページングメッセージによって知らされ、システム情
報が次の修正期間の境界で変わるであろうことを知るであろう。修正期間の境界は、ＳＦ
Ｎ　ｍｏｄ　ｍ＝０のＳＦＮ値により定まり、ここでｍは修正期間を含む無線フレームの
数である。修正期間はシステム情報によって設定される。ＳＩＢ１はＣＧＩ、ＣＳＧ識別
、周波数帯域インジケータなどの情報を含んでいる。
【００７５】
　ＨＳＰＡにおいて、ターゲットセルがＵＴＲＡＮの周波数内セルまたはインターフリー
クエンシセルであるとき、そのＣＧＩ（別名隣人セルＳＩ）を取得するために、ユーザ装
置１０はターゲットセルであるＵＴＲＡＮセルのＭＩＢとＳＩＢ３とを読む。ＭＩＢはシ
ステムフレーム番号（ＳＦＮ）などの基礎情報を提供し、ＳＩＢ３はターゲットセルのＣ
ＧＩを含んでいる。
【００７６】
　オートノマスギャップの間のインターＲＡＴ　ＳＩ取得のための手順は、インターＲＡ
Ｔ　ＵＴＲＡＮ、インターＲＡＴ　Ｅ－ＵＴＲＡＮ、インターＲＡＴ　ＧＥＭ／ＧＳＭ　
ＥＤＧＥ無線アクセスネットワーク（ＧＥＲＡＮ）、インターＲＡＴ　ＣＤＭＡ２０００
などのためにまた指定される。これらは下に説明される：
　インターＲＡＴ　ＵＴＲＡＮの場合、Ｅ－ＵＴＲＡＮセルによってサービスされたユー
ザ装置１０は、オートノマスギャップの間に、ＵＴＲＡＮセルシステム情報、例えばＵＴ
ＲＡセルＣＧＩを取得するために、ターゲットＵＴＲＡＮセルのＭＩＢとＳＩＢ３を読む
。
【００７７】
　インターＲＡＴＥ－ＵＴＲＡＮの場合、ＵＴＲＡＮセルによってサービスされたユーザ
装置１０は、オートノマスギャップの間に、Ｅ－ＵＴＲＡＮセルシステム情報、例えばＥ
－ＵＴＲＡセルＣＧＩを取得するためにターゲットＥ－ＵＴＲＡＮセル（ＦＤＤまたはＴ
ＤＤであり得る）のＭＩＢとＳＩＢ１を読む。
【００７８】
　インターＲＡＴ　ＣＤＭＡ２０００場合、Ｅ－ＵＴＲＡＮセルによってサービスされた
ユーザ装置１０は、ＣＤＭ２０００セルシステム情報たとえばＣＤＭＡ２０００セルＣＧ
Ｉを取得するために、ターゲットＣＤＭ２０００セルの関連するブロードキャスト情報に
読む。ＣＤＭＡ２０００は一般用語である。ターゲットのＣＤＭＡ２０００セルは従って
ＣＤＭＡ２０００　１ｘ無線送信技術（ＲＴＴ）または高レートパケットデータ（ＨＲＰ
Ｄ）システムに属していてもよい。
【００７９】
　ＳＩ読み取りシナリオ
　ＳＩが取得されてもよいターゲットセルは周波数内セル、インターフリークエンシセル
、またはインターＲＡＴセル（例えばＵＴＲＡＮ、ＧＥＲＡＮ、ＣＤＭＡ２０００、また
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はＨＲＰＤ）であってもよい。在圏セルが、ターゲットセルのＣＧＩを報告するようＵＥ
に要求することができる少なくともいくつかのシナリオがある。最初にＣＳＧセルの確認
、そして自己組織化ネットワーク（ＳＯＮ）自動隣接セル関係（ＡＮＲ）の確立、そして
さらに駆動テスト最小化（ＭＤＴ）。
【００８０】
　ＣＳＧインバウンドモビリティのためのＣＳＧセルの確認
　モビリティをサポートするために、ユーザ装置１０は多くの隣接セルを識別し、それら
の物理セル識別子（ＰＣＩ）を在圏ネットワークノード（例えばＥ－ＵＴＲＡＮにおける
在圏ｅＮｏｄｅＢ）に報告してもよい。ユーザ装置１０はまた、Ｅ－ＵＴＲＡＮまたはＣ
ＰＩＣＨにおけるＲＳＲＰまたはＲＳＲＱまたはその両方、ＵＴＲＡＮにおけるＲＳＣＰ
またはＣＰＩＣＨＥｃ／Ｎｏまたはその両方、またはさらにＧＥＲＡＮキャリヤＲＳＳＩ
、またはさらにＣＤＭＡ２０００／ＨＲＰＤについてのパイロット強度などの隣接セル測
定値を報告するよう要求されることがある。報告されたＵＥ測定値に呼応して、在圏ネッ
トワークノードはハンドオーバ（ＨＯ）コマンドをユーザ装置１０に送信する。
【００８１】
　例えばフェムトセルや、フェムト閉鎖的加入者グループのような限定的な小セル、ｐｉ
ｃｏセルなどの、高密度配置のシナリオにおけるより小さなセルサイズのため、ＰＣＩは
より頻繁に再利用される。許可のないホーム基地局（例えばＣＳＧセル）へのＨＯコマン
ドを防止するため、在圏ネットワークノードはＵＥに、ターゲットセルのＣＧＩをデコー
ドし、報告するよう要求することができる。これはホームインバウンドモビリティとも呼
ばれる。ＣＧＩはネットワークの中で一意であり、そのネットワークがマクロＢＳとホー
ムＢＳか区別することを可能とし、あるいは報告されたセルがＣＳＧまたはハイブリッド
ＣＳＧに属していることを固有に識別することを可能とする。
【００８２】
　ターゲットセルのＣＧＩ報告のための手順と関連づけられた要件は、Ｅ－ＵＴＲＡＮに
おいて規定されている。ＣＧＩデコーディングの１つの重要な特徴は、それが、ユーザ装
置１０自身によって生成されたオートノマスギャップの間にユーザ装置１０によって実行
されることである。通常のＵＥの実装では、在圏セルからデータを受信し、ＣＧＩを含む
ターゲットセルのシステム情報を取得することが同時にできないという事実から、オート
ノマスギャップの間にターゲットセルＣＧＩを取得する理由は生じる。さらに、キャリヤ
周波数を切り換えするためにさえ、インターフリークエンシターゲットセルまたはインタ
ーＲＡＴターゲットセルのＣＧＩの取得はユーザ装置１０を必要としている。それゆえ、
オートノマスギャップの使用は、ターゲットセルのＣＧＩを取得するためには必然的であ
る。オートノマスギャップはアップリンクとダウンリンクの両方の中で生成される。
【００８３】
　ＳＯＮ　ＡＮＲの設定
　Ｅ－ＵＴＲＡＮにおけるＳＯＮ機能は、オペレータが自動的にネットワークパラメータ
とネットワークノードとを計画し、調整することを可能にする。従来の方法は手動調整に
基づいており、それはばく大な時間、リソースを消費し、かなりの関与を作業者に要求す
る。ネットワークの複雑性、多くのシステムパラメータ、ＲＡＴ技術などのため、必要で
ある時はいつでもネットワークの中で自己組織化のテストを行うための信頼できる計画を
持つことは非常に魅力的である。
【００８４】
　オペレータは、セルまたは複数のセルを有する１つの基地局全体を追加または削除する
ことができる。特に新しいセルはネットワーク展開の早い段階でより頻繁に追加される。
後の方の段階において、オペレータは、より多くのキャリヤまたはより多くの基地局を同
じキャリヤの上に追加することによって、まだネットワークをアップグレードすることが
できる。オペレータはまた別の技術と関連したセルを追加することができる。これはＡＮ
Ｒ設定と呼ばれて、ＳＯＮの一部である。隣接関係の正しい設定を保証するために、新し
いターゲットセルのＣＧＩを報告するよう、在圏セルはユーザ装置１０に要求し、そのＰ



(20) JP 6084971 B2 2017.2.22

10

20

30

40

50

ＣＩは識別されて上述の在圏セルに報告される。ターゲットセルのシステム情報を読むた
めに、ＣＧＩ取得はユーザ装置１０を必要としていて、従ってオートノマスギャップの間
にユーザ装置１０によって実行される。ホームインバウンドモビリティの場合のように、
ＡＮＲ目的のＣＧＩ取得はまた、在圏セルからデータの中断を引き起こす。
【００８５】
　駆動テストの最小化
　ＭＤＴ機能はＬＴＥとＨＳＰＡリリース１０において導入されている。ＭＤＴ機能は、
ネットワーク計画と最適化のために情報を集めている場合に、オペレータに労力を減らす
ための方法を提供する。ＭＤＴ機能は、ユーザ装置１０が、様々なタイプの測定値、イベ
ントおよびサービスエリア関連の情報を記録するか、または取得することを必要としてい
る。記録されたか、あるいは収集された測定値または関連情報はそれからネットワークに
送信される。これは、オペレータがいわゆる駆動テストおよび手作業での記録により同様
の情報を収集する必要がある伝統的なアプローチと対照的である。ＭＤＴはＴＳ３７．３
２０バージョン１０．２．０中で説明される。低い活動状態、例えばＵＴＲＡ／Ｅ－ＵＴ
ＲＡにおけるアイドル状態やＵＴＲＡにおけるセルＰＣＨ状態などにおいてだけでなく、
接続されている間にも、ユーザ装置１０は測定値を収集できる。
【００８６】
　ユーザ装置１０は、また、他の測定値（例えばＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ、ＣＰＩＣＨ測定値
、無線リンク障害レポート、ブロードキャストチャネル（ＢＣＨ）障害、ページングチャ
ネル障害率など）とともにターゲットセルのＣＧＩを報告するよう構成されてもよい。接
続モードにおいては、既存の手順は、ＭＤＴのためにターゲットセルのＣＧＩを取得する
ために使われる。アイドルモードにおいては、ユーザ装置１０は、ＣＧＩとともにセル測
定値を記録し、記録された測定値を適切な機会（例えば、ユーザ装置１０が接続モードに
行く時に）にネットワークに報告するよう構成されてもよい。通常のＣＧＩ報告を特徴づ
けている１つの重要な特徴は、ＭＤＴの場合に、ターゲットセルの取得されたＣＧＩが、
ＭＤＴ機能性、例えば論理的または物理的なノードであり得るＭＤＴノードによって取得
されることである。ＭＤＴノードはネットワーク計画およびネットワークの最適化のため
に取得したＣＧＩを使うことができる。
【００８７】
　ＣＳＧインバウンドモビリティまたはＳＯＮ　ＡＮＲの場合のように、ＭＤＴ目的のＣ
ＧＩはオートノマスギャップの間にまた取得される。
【００８８】
　ＳＩ読み取り要件
　・Ｅ－ＵＴＲＡＮにおけるＳＩ読み取り要件は指定されるか、以下のシナリオの少なく
ともいずれかために指定されている：周波数内ＥＣＧＩ報告；インターフリークエンシＥ
ＣＧＩ報告；またはインターＲＡＴ　ＵＴＲＡＮ　ＣＧＩ報告。
【００８９】
　ユーザ装置１０は、ターゲット周波数内セルから、そのＳＩＮＲが少なくとも－６ｄＢ
以上ならば、約１５０ミリ秒以内にＥ－ＵＴＲＡ周波数内ＥＣＧＩを報告するよう要求さ
れる。サービングキャリヤ周波数の上でターゲットセルのＥＣＧＩを取得する間に、ＵＥ
は、ターゲットセルのＳＩを読み取るためにダウンリンク及びアップリンクにオートノマ
スギャップを生成することができる。継続的な割当ての下で、ユーザ装置１０は、ユーザ
装置１０が必要以上のギャップを生成しないことを保証するために一定数のＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫをアップリンクの上に送信する要がある。
【００９０】
　ユーザ装置１０は、ターゲットインターフリークエンシセルから、その信号対干渉プラ
ス雑音比（ＳＩＮＲ）が少なくとも－４ｄＢ以上であるならば、約１５０ミリ秒以内にも
Ｅ－ＵＴＲＡインターフリークエンシＥＣＧＩを報告するよう要求される。サービングキ
ャリヤ周波数上でのターゲットセルのＥＣＧＩの取得の間に、ユーザ装置１０は、ターゲ
ットセルのＳＩを読み取るためにダウンリンク及びアップリンクにオートノマスギャップ
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を生成することができる。これによりユーザ装置１０は、在圏セルの中でのダウンリンク
受信及びアップリンク送信を中断する。継続的な割当ての下で、ユーザ装置１０は、ユー
ザ装置１０が必要以上のギャップを生成しないことを保証するために一定数のＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫをアップリンクの上に送信する必要がある。
【００９１】
　ＵＴＲＡＮにおいて、ＳＩＢ３（ＣＧＩを含む）の周期性に依存して、ターゲットＵＴ
ＲＡセルのＣＧＩ取得は非常に（例えば１秒よりも）長い。さらに、ターゲットセルのＣ
ＧＩを取得するためにユーザ装置１０によって生成されたオートノマスギャップのため、
データ送信及び在圏セルからの受信の中断の総計は６００ミリ秒か、より長い可能性があ
る。
【００９２】
　インターＲＡＴ　ＵＴＲＡＮの場合に、ターゲットＵＴＲＡセルのＣＧＩ取得は最高２
秒かかる可能性がある。データ送信および在圏セルからの受信の中断の総計は１秒か、よ
り長くに及ぶ可能性がある。
【００９３】
　ポジショニング
　ターゲットデバイス（ユーザ装置１０、モバイル中継器、ＰＤＡなど）の位置を測定す
るためのいくつかの位置決め方法がある。この方法は以下の通りである：衛星ベースの方
法であり、これらの方法は、ＵＥの位置を決定するために、アシスト型全地球航法衛星シ
ステム（Ａ－ＧＮＳＳ）（例えばアシスト型全地球測位システム（Ａ－ＧＰＳ））の測定
値を用いる；観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）、これらは例えばＬＴＥ内でＵＥの位置を決
定するために、ＵＥの基準信号時間差（ＲＳＴＤ）の測定値を用いる；アップリンク到着
時間差（ＵＴＤＯＡ）、これらはＵＥの位置を決定するために、位置測定ユニット（ＬＭ
Ｕ）で測定された測定値を用いる；拡張セルＩＤ（Ｅ－ＣＩＤ）、これらはＵＥの位置を
決定するために、ＵＥのＲｘ－Ｔｘ時間差、ＢＳのＲｘ－Ｔｘ時間差、ＬＴＥのＰ／ＲＳ
ＲＱ、ＨＳＰＡのＣＰＩＣＨ測定値、到来角（ＡｏＡ）などのうちのひとつ以上を用いる
；ＵＥの位置を決定するために、複数の方法からの測定値を用いるハイブリッド法。
【００９４】
　ＬＴＥでは、ポジショニングノード（別名Ｅ－ＳＭＬＣまたはロケーションサーバ）は
、１回以上の位置測定を実行するよう、ユーザ装置１０、ｅＮｏｄｅＢ、またはＬＭＵを
設定する。位置決め測定値は、ＵＥ位置を決定するためにユーザ装置１０またはポジショ
ニングノードによって使われる。ポジショニングノードは、例えばＬＰＰおよびＬＴＥポ
ジショニングプロトコル付録（ＬＰＰａ）を使っているＬＴＥにおけるユーザ装置１０と
無線基地局１２'と通信する。
【００９５】
　この実施形態は、ユーザ装置１０がターゲットセルのシステム情報（ＳＩ）を取得する
ことを可能ならしめる測定を実行するために、ネットワークノード１２、１２'、１５が
、ユーザ装置１０がオートノマスギャップを生成するダウンリンクキャリヤまたはキャリ
ヤ周波数の選択すること及びユーザ装置１０に対して指示することを可能とする。ＳＩ情
報は、周波数内セルまたはインターフリークエンシセルまたはインターＲＡＴセルの少な
くともセルグローバル識別子（ＣＧＩ別名ＥＣＧＩ）を含む。
【００９６】
　最終的には、開示された実施形態によると、ユーザ装置１０は、その能力（別名キャリ
ヤ周波数固有自律的測定用ギャップ能力）の情報を、ネットワークノード１２に対して信
号で伝えてもよい。ネットワークノードはその番になれば、ユーザ装置１０がオートノマ
スギャップを生成してもよいダウンリンクキャリヤを選択することができる。ユーザ装置
１０がギャップを生成するキャリヤまたはバンドの選択は、ネットワークノード１２、１
２'、１５によって、または所定の規則によって、またはそれらの組み合わせによって決
定されてよい。例えば、ユーザ装置１０がバンドＡおよびバンドＢについてのバンド間Ｃ
Ａをサポートすると考えよ。バンドＡ上のＰＣｅｌｌおよびバンドＢ上のＳＣｅｌｌが在
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圏ネットワークノード１２によって設定される。ＰＣＩがユーザ装置１０に提供される或
るセルのＳＩを読むよう、ネットワークノード１２、１２'、１５はユーザ装置１０に要
求する。従来技術においては、ＵＥは、ターゲットセルのＳＩを読み取るために、常にバ
ンドＡのキャリヤにオートノマスギャップを生成するであろう。すなわちデータデータの
中断は常にＰＣｅｌｌ上で発生する。いくつかの従来技術の実装においては、ＵＥは、Ｓ
Ｃｅｌｌの上でさえデータ中断を起こしているバンドＢ上でオートノマスギャップを生成
することさえできる。しかし、ここで開示された方法に従って、ユーザ装置１０は、バン
ドＡまたはバンドＢのいずれか一方でオートノマスギャップを生成することができる。例
えばネットワークノード１２、１２'、１５は、ＳＩを読むときにバンドＢ上でオートノ
マスギャップを生成するよう、そのような機能を持つユーザ装置に要求することができる
。これはＳＣｅｌｌの上だけのデータ中断を起こすであろう。従って、ユーザ装置１０は
指示を受信し、受信した指示に基づいて、指示されたダウンリンクキャリヤまたはキャリ
ヤ周波数上でオートノマスギャップを生成することができる。ユーザ装置１０が、ユーザ
装置１０がオートノマスギャップを生成するダウンリンクキャリヤを指示している所定の
規則を設定した可能性があることは注目されるべきである。ユーザ装置１０は、ネットワ
ーク構成と所定の規則の組み合わせを使って、オートノマスギャップを生成するためにダ
ウンリンクキャリヤを決定してもよい。いくつかの実施形態において、ネットワークノー
ド１２、１２'、１５は、受信した能力情報または選択されたキャリヤ／バンド情報また
はその両方を他のネットワークノードに転送する。本実施形態はまた、別のタスクのため
に受信した情報を使用するネットワークノードと関連している。
【００９７】
　オートノマスギャップを生成するためにキャリヤを選択するための所定の規則
　ここのいくつかの実施形態の特徴によると、ＳＩ読み取りのためにユーザ装置１０によ
ってオートノマスギャップが生成されるはずのダウンリンクキャリヤは、例えば標準で規
定された所定の規則から決定される。これは、ネットワークノード１２、１２'、１５が
、この情報をユーザ装置１０に対してシグナリングする必要がないこと、すなわち、オー
トノマスギャップが生成されるダウンリンクキャリヤの指定またはいかなる指示もする必
要がないことを意味している。また別の可能性は、ダウンリンクキャリヤ情報が明示的に
シグナリングされない場合にはユーザ装置１０は１つ以上の所定の規則を使うことができ
、さもなければユーザ装置１０は、指示されたキャリヤにオートノマスギャップを生成す
るために信号で伝えられたダウンリンクキャリヤを使用することができるというものであ
る。
【００９８】
　さらに、ユーザ装置１０が、ダウンリンクキャリヤと例えばオートノマスギャップが生
成されるセルとを決定する場合、ユーザ装置１０はまたこの情報を、ネットワークノード
１２、１２'、１５または別のネットワークノード、例えばＢＳ、ＬＴＥにおけるＲＮＣ
／ノードＢまたはｅＮＢ、リレー、ドナーノードなどに対して示すことができる。この情
報は、ＳＩの読み取り開始に先がけて、または取得されたＳＩとともに（すなわち測定結
果／報告とともに）ユーザ装置１０によって送信されてもよい。
【００９９】
　その代わりに、ネットワークノード１２、１２'、１５はまた、ユーザ装置１０がダウ
ンリンクキャリヤを自身で選択あるいは選定する場合に、どのダウンリンクキャリヤでオ
ートノマスギャップがユーザ装置１０により生成されるかを自律的に検出できる。ＰＣｅ
ｌｌ上で時間間隔（Ｔ１－Ｔ２）以内にユーザ装置１０からのフィードバック応答が全く
ないならば、例えば肯定応答（ＡＣＫ）または非肯定応答（ナック）を含んでいるハイブ
リッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバック、またはチャンネル品質指標（ＣＱＩ）
応答がそれぞれＴ１およびＴ２以内にないならば、ネットワークノード１２、１２'、１
５はこれを決定できる。
【０１００】
　ネットワーク構成と所定規則との組み合わせに基づく決定
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　いくつかの実施形態によると、オートノマスギャップが生成されるダウンリンクキャリ
ヤは、ネットワーク構成（すなわち、上述した明示的なシグナリング）と所定の規則との
組み合わせに基づいて決定される。例えば上で説明されたネットワーク構成原則のどれで
も、ユーザ装置１０が、ＳＩを読むためにオートノマスギャップを生成することが可能な
、見込みのある候補ダウンリンクキャリヤを示すために使うことができる。事前設定情報
は、ＳＩ読み取りを要求することに先がけて、またはＳＩ読み取りの要求とともに、ネッ
トワークノード１２、１２'１５によってユーザ装置１０に送信されてもよい。例えば、
ネットワークノード１２、１２'、１５は、ＳＩを読むときにユーザ装置１０が複数のキ
ャリヤ、例えばＦ１とＦ３でオートノマスギャップを生成してもよいことを、ユーザ装置
１０に事前設定してもよい。これはまた、例えば周波数内セルのために、特定のタイプの
ＳＩ読み取りにリンクされてもよい。事前設定に加えて、ユーザ装置１０は、適当なダウ
ンリンクキャリヤにオートノマスギャップを実際に生成するときに、以下で説明する所定
の規則のどれでも使うことができる。例えば、ユーザ装置１０は、ネットワークノード１
２によって要求される場合、Ｆ２を選択して一定のセルのＳＩの読み取りのためにオート
ノマスギャップを生成することができる。
【０１０１】
　さらに、ユーザ装置１０は、オートノマスギャップを生成したダウンリンクキャリヤお
よび、例えばさらにセル、セルＩＤ、ＣＧＩ等に関する情報を、第２の指示または選択指
示として明示的にシグナリングすることができる。たとえば、ユーザ装置１０は、ＨＳＰ
ＡにおけるＲＮＣ／ノードＢまたはＬＴＥにおけるｅＮＢに対して、要求されたセルのＳ
Ｉ読み取りのためにＦ２上の一定のセルの上でオートノマスギャップを生成したこと、あ
るいは生成するであろうことを示す。
【０１０２】
　他のネットワークノードへのシグナリング情報
　いくつかの実施形態において、ネットワークノード１２、１２'、１５（例えば在圏無
線ネットワークノード１２'）が、さまざまな異なるタイプのＳＩを読むためにユーザ装
置１０がオートノマスギャップを生成するダウンリンクキャリヤについての情報を持って
いることはまた理解されるべきである。ネットワークノード１２、１２'、１５はまた、
ユーザ装置１０によってオートノマスギャップが生成されることになっている指示された
ダウンリンクキャリヤにセルに関連した情報（例えばＰＣＩ、ＣＧＩなど）を持つことが
できる。それはまたユーザ装置１０の能力情報を持っている。いくつかの実施形態による
と、ネットワークノード１２、１２'、１５は、上述した、ＳＩの読み取りのためにユー
ザ装置１０により測定用ギャップが生成されるダウンリンクキャリヤ及びセルと関連した
情報を他のネットワークノードにシグナリングできる。ネットワークノード１２、１２'
、１５はまた、取得されたＳＩと、オートノマスギャップが生成されるところの関連づけ
られたダウンリンクキャリヤ及びセルとに関連する情報をシグナリングしてもよい。ネッ
トワークノード１２、１２'、１５は、またさらに、ユーザ装置１０の能力に関する取得
した情報（上述した）を、他のネットワークノードに追加的にシグナリングしてもよい。
【０１０３】
　第２のネットワークノード１５やそれと同様のものなどの他のネットワークノードは、
近隣無線ネットワークノードであってよく、例えば制御ＲＮＣ、近隣ＲＮＣ、ノードＢ、
ｅＮｏｄｅＢ、ＢＳ、中継器、ドナーノードなど；任意の設定ノード、例えば位置決め測
定などを設定しているＥ－ＳＭＬＣなどのポジショニングノード；コアネットワークノー
ド、例えばＭＭＥ、アクセスゲートウェイなど、および／または、例えばＭＤＴノード、
ＳＯＮノード、ネットワーク監視および企画ノード、Ｏ＆Ｍノード、オペレーション支援
サブシステム（ＯＳＳ）ノードなどのすべての集中化したネットワークノードである。
【０１０４】
　例えば、ＬＴＥにおいて、ｅＮｏｄｅＢであるネットワークノード１２、１２'、１５
は、この情報をＸ２インタフェースで他のｅＮｏｄｅＢに信号で伝えることができる。同
様に、ｅＮｏｄｅＢはＬＰＰａプロトコルで、ポジショニングノード、例えばＬＴＥにお
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けるＥ－ＳＭＬＣへ、この情報を信号で伝えることができる。別の例は、リレーノードが
、例えばマルチホップリレーシステムにおける別のリレーノードへのこの情報をシグナリ
ングするものであるが、またシングルホップリレーシステムあるいはドナーＢＳにも適用
し、例えばＬＴＥのリレーノードがこの情報をそのドナーｅＮｏｄｅＢにシグナリングす
る。同様に、ＬＴＥにおけるｅＮｏｄｅＢが上述した情報をＳ１でＭＭＥにシグナリング
することができる。ＨＳＰＡにおいては、ネットワークノード１２、１２'、１５がＲＮ
Ｃである場合に、ＲＮＣがＩｕｒインタフェースで別のＲＮＣにこの情報をシグナリング
することができる。ＲＮＣはＩｕｂインタフェースでノードＢにこの情報をシグナリング
することさえできる。
【０１０５】
　他のネットワークノードにおける、異なるタスクのために受信した情報を用いる方法
　他のネットワークノード（Ｏ＆Ｍノード、ＭＭＥ、ポジショニングノード、第２の無線
基地局など）が、取得された情報、すなわち能力についての情報およびオートノマスギャ
ップのための指示されたダウンリンクキャリヤ、および例えばギャップが生成されるセル
、取得したＳＩなどを、以下のタスクのうちの少なくとも１つのために使用できる。
【０１０６】
　第２のネットワークノード１５が第２の無線基地局などの無線ネットワークノードであ
る場合、その無線ネットワークノードは、ハンドオーバまたはセル変更の後にＳＩ読み取
りを実行するようユーザ装置１０に要求するための適切なダウンリンクキャリヤを設定す
るため、取得した情報を使うことができる。無線ネットワークノードはまた、あるダウン
リンクキャリヤでオートノマスギャップが生成されるかどうかに応じて、適切な物理層パ
ラメータと設定（コンフィギュレーション、例えば変調及びコード体系、ＨＡＲＱパラメ
ータなど）を選択することができる。例えば、オートノマスギャップがより頻繁に生成さ
れるならば、無線ネットワークノードはより堅牢でないスキーム、例えばより堅牢でない
コード体系を使うことができる。さもなければ、無線ネットワークノードは、よりよい物
理層性能（すなわちエラーからの着実な回復）を可能にするためにより堅牢なパラメータ
を使うことができる。
【０１０７】
　第２のネットワークノード１５がポジショニングノードを有している場合には、ポジシ
ョニングノードは、しばしばユーザ装置１０がオートノマスギャップを生成するキャリヤ
での重要な位置決め測定、例えばすなわち緊急通話を避けるために、取得した情報を用い
ることができる。ポジショニングノードはまた、位置決めセッション／測定と関連した設
定パラメータを選択するために取得した情報を使うことができる（例えば、位置決め測定
を補助するためにユーザ装置１０に送信した補助データ）。
【０１０８】
　第２のネットワークノード１５はネットワークパフォーマンスを監視することができる
。集中化されたネットワークノードまたは、すべての無線ネットワークノードは、ネット
ワークパフォーマンス及びネットワーク観察をモニタリングするために、取得した情報（
例えば統計）を使うことができる。
【０１０９】
　第２のネットワークノード１５は、取得した情報を、ネットワーク計画および展開を実
行することができる。集中化されたネットワークノードまたはすべての無線ネットワーク
ノードは、計画、規模決定、ネットワークノードの展開、キャリヤアグリゲーションなど
の別の機能の展開または修正のための置の識別、キャリヤ周波数、帯域、帯域幅の選択な
どのネットワークパラメータの構成及び設定のために使用することができる。
【０１１０】
　オートノマスギャップが生成される最も適当なダウンリンクキャリヤを決定するユーザ
装置１０の機能に加え、基準の例を、図３を参照して機器にリストする。図３は、ユーザ
装置の周波数帯域であるバンドＡおよびバンドＢの周波数を開示する。バンドＡは周波数
Ｆ１とＦ２とを含み、バンドＢは周波数Ｆ３を含む。周波数は軸［ｆ］に沿って定義され
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る。
【０１１１】
　第１の基準は「１つのバンドの中の最も少いキャリヤ数」であり得る。ネットワークノ
ード１２、１２'、１５は、隣接するＤＬキャリヤの数が最も少いダウンリンクキャリヤ
を選択する。例えば、図３中で、バンドＢ上のＦ３は、オートノマスギャップを起動させ
るために選択できる。その理由は、Ｆ１が選ばれるならば、測定用ギャップの発生の間に
、バンドＡ中のすべての隣接キャリヤ、すなわちＦ１およびＦ２上でデータ中断が生じる
であろうから、ということである。
【０１１２】
　それに加えて、またはそれに代えて、別の基準は「最小のデータ中断／損失」であって
もよい。ネットワークノード１２、１２'、１５は、オートノマスギャップを起動させる
ためにデータ損失または中断が最も少そうなダウンリンクキャリヤを選択することができ
る。例えばネットワークは、送信が散発的であるか、あるいは低トラフィックのダウンリ
ンクキャリヤを、オートノマスギャップの生成のために選択することができる。また、ア
ップリンクマルチキャリヤ送信がある場合には、このネットワークノード１２、１２'、
１５はまた、ダウンリンクキャリヤを選択するときにアップリンクのトラフィックを考慮
してもよい。これは、オートノマスギャップが活性化されたＤＬキャリヤに関連付けられ
たＵＬキャリヤ上でのデータの中断／損失をオートノマスギャップが引き起こしているた
めであり、すなわち、オートノマスギャップがＤＬキャリヤと関連ＵＬキャリヤの両方で
生成されるためである。
【０１１３】
　それに加えて、またはそれに代えて、別の基準は「サービスのタイプ／時間的なクリテ
ィカルさ」であってもよい。ネットワークノード１２、１２'、１５は、データが時間的
によりクリティカルでないダウンリンクキャリヤをオートノマスギャップの生成のために
選択できる。例えば、もしＦ１でのデータ送信が主に実時間サービスを含み、かつＦ２で
のデータ送信が主に実時間でないサービスを含むならば、ネットワークノード１２、１２
'、１５は、オートノマスギャップの生成のためにＦ２を選択するであろう。これは、オ
ートノマスギャップによって伝送遅延がより長くなってもよいためである。
【０１１４】
　それに加えて、またはそれに代えて、別の基準は、「オートノマスギャップをキャリヤ
に分散すること」であってもよい。この基準によるとネットワークノード１２、１２'、
１５は、異なるセルにおいてＳＩを読み取るためのオートノマスギャップを生成するため
に異なるダウンリンクキャリヤを選択することができる。複数のセルからのＳＩ読み取り
が同時に必要とされている場合に、これは特に有益である。ネットワークノード１２、１
２'、１５はまた、さまざまな異なるタイプのＳＩ読み取りのために異なるキャリヤを選
択することができる。例えば、ネットワークノード１２、１２'、１５は、周波数内セル
上でのＳＩ読み取りのためにＰＣＣまたはＳＣＣのどちらかを選択することができるけれ
ども、インターフリークエンシまたはインターＲＡＴのＳＩ読み取りのためには副キャリ
ヤを選択する。その理由は、周波数内のＳＩ読み取りは、必要なギャップがより短いかあ
るいはより少ないため、引き起こすデータ中断がより少ないからである。例えば、図３中
で、ＬＴＥマルチキャリヤシステムを仮定し、ネットワークノード１２、１２'、１５は
、ＬＴＥ周波数内セルのＳＩを取得するためのオートノマスギャップをユーザ装置１０が
生成するためにＦ１を選択し、インターＲＡＴ　ＵＴＲＡＮセルのＳＩを取得するための
オートノマスギャップをユーザ装置１０が生成するためにＦ３を選択する。従来技術にお
いては、ユーザ装置はいつも、少なくともＦ１の上で、またはＦ１、Ｆ２、およびＦ３す
べての上でさえギャップを生成するであろう。これは、ダウンリンクキャリヤにわたるオ
ートノマスギャップの分散を許す開示された方法に比べて、Ｆ１上のデータのより多くの
損失を引き起こす可能性がある。
【０１１５】
　それに加えて、またはそれに代えて、別の基準は「オートノマスギャップの長さまたは
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密度」であってもよい。キャリヤを決定する別の基準はオートノマスギャップの長さまた
は密度またはその両方に基づく。例えば、オートノマスギャップがより高密度（例えば密
接に置かれ）または各ギャップがしきい値より大きいまたはその両方であるか、またはギ
ャップの全体の持続期間がしきい値より長いなら、ネットワークノード１２、１２'、１
５は、第２またはそれに続く周波数帯域の副キャリヤ中の非サービングキャリヤまたは副
キャリヤを選択すると決定できる。これにより、主キャリヤまたはサービングキャリヤ上
のデータまたはピークスループットの損失は最小化されるはずである。
【０１１６】
　図４は、ユーザ装置の周波数帯域（バンドＡおよびバンドＢ）の周波数を開示している
。バンドＡは周波数Ｆ１、Ｆ２、およびＦ３を含み、バンドＢは周波数Ｆ４とＦ５を含む
。周波数は軸［ｆ］に沿って定義される。図５はユーザ装置の周波数帯域（バンドＡ、バ
ンドＢ、およびバンドＣ）の周波数を開示している。バンドＡは周波数Ｆ１、Ｆ２、およ
びＦ３を含み、バンドＢは周波数Ｆ４とＦ５を含み、バンドＣは周波数Ｆ６を含んでいる
。周波数は軸［ｆ］に沿って定義される。
【０１１７】
　図４と図５を参照して、いくつかの所定の規則の例を説明する。上述したように、ユー
ザ装置１０は、どのダウンリンクキャリヤにおいてオートノマスギャップを生成するかを
指定している所定の規則を有している。その所定の規則は、例えば以下を提示している。
－主キャリヤ上では：キャリヤの数がすべてのバンドにおいて同じならば、オートノマス
ギャップは主キャリヤに生成される。別の可能性は、すべてのダウンリンクキャリヤが同
じバンドの中にあるならばまたはそれらがみな隣接しているならば、オートノマスギャッ
プは主キャリヤに生成されることである。－ほとんど孤立したキャリヤ上では：この所定
の規則によると、ユーザ装置１０は、他のダウンリンクキャリヤに隣接していないか、あ
るいは最も少ない隣接キャリヤを持つダウンリンクキャリヤ上でオートノマスギャップを
活性化させる。例えば、図４と図５において、ユーザ装置１０は図４中のバンドＢと図５
中のバンドＣの上でオートノマスギャップを生成する。－複数のオートノマスギャップを
生成するための別個のキャリヤ：オートノマスギャップの複数のセットが使われる場合、
例えば周波数内セルの上でのＳＩ読み取りのために１セット、インターフリークエンシセ
ルの上でのＳＩ読み取りのために別のセットを使用する場合、交互に入れ替える規則が使
われてもよい。例えばオートノマスギャップの各セットは異なるダウンリンクキャリヤの
上で生成されてもよい。例えば図４中で、ＣＡが可能なユーザ装置１０は、周波数内セル
およびインターＲＡＴセルのＳＩをそれぞれ取得するため、バンドＡ上で１セットの、お
よびバンドＢ上で別のセットのオートノマスギャップを生成することができる；オートノ
マスギャップの長さおよび／または密度に基づいて、この所定の規則に従い、高密度のオ
ートノマスギャップ、すなわちより頻度が高く、かつ／またはより大きなギャップを有す
るオートノマスギャップは副ダウンリンクキャリヤ、好ましくは主キャリヤを含まないバ
ンドに設定される。上記の所定の規則のどのような組み合わせでもまた使われてもよい。
【０１１８】
　セル（例えば第１のセル１１または第２のセル１４）と関連しているシステム情報を、
いくつかの一般的な実施形態に従う無線通信ネットワークの中で取得するためのユーザ装
置１０において動作する方法を、図６に示すフローチャートを参照して説明する。この動
作は、以下に述べられた順序で行われる必要はないけれども、任意の適切な順序ででも行
われてよい。いくつかの実施形態の中で実行される動作は、点線のボックスで記載されて
いる。セル１１、１４は、ネットワークノード１２、１２'、１５によってサービスされ
る。ユーザ装置１０は、同時に複数のダウンリンクキャリヤで信号を受信することが可能
である。
【０１１９】
　アクション６０１．ユーザ装置１０は、セルのシステム情報の取得のために複数のダウ
ンリンクキャリヤのうちから任意のダウンリンクキャリヤにオートノマスギャップを生成
する能力をネットワークノード１２、１２'、１５に対して報告する。
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【０１２０】
　アクション６０２．ユーザ装置１０は、ネットワークノード１２、１２'、１５からの
指示、および／またはセル１１、１４のＩＤを受信する。この指示は、オートノマスギャ
ップを生成するために使用するダウンリンクキャリヤを指定する。
【０１２１】
　アクション６０３．いくつかの実施形態において、受信した指示および／または所定の
規則に基づいて、セル１１、１４のシステム情報を取得するためにユーザ装置１０がオー
トノマスギャップを生成するためのダウンリンクキャリヤを選択する。
【０１２２】
　アクション６０４．ユーザ装置１０はダウンリンクキャリヤにオートノマスギャップを
生成する。オートノマスギャップを生成するために用いられるダウンリンクキャリヤは、
ネットワークノード１２、１２'、１５から受信した指示、および／または所定の規則に
基づく。この指示または所定の規則はダウンリンクキャリヤを指定する。この指示または
所定の規則はさらに、ダウンリンクキャリヤが主セルまたは在圏セルに関連しないことを
定義してもよい。いくつかの実施形態によると、所定の規則は、ダウンリンクキャリヤが
以下のうちの少なくともひとつであるべきこと定義する：主キャリヤ；副キャリヤ；孤立
キャリヤ；システム情報のタイプに基づいたキャリヤ；オートノマスギャップのギャップ
長および／または密度に基づいたキャリヤ。この指示は、様々な異なるタイプのシステム
情報を取得するためにオートノマスギャップを生成するための様々な異なる特定のダウン
リンクキャリヤを指示することができる。
【０１２３】
　アクション６０５．ユーザ装置１０はセル１１、１４のシステム情報を、生成されたオ
ートノマスギャップを使っているダウンリンクキャリヤで取得する。
【０１２４】
　アクション６０６．ユーザ装置１０は、選択されたダウンリンクキャリヤを示している
選択指示または第２の指示をネットワークノード１２、１２'、 １５に送信する。
【０１２５】
　アクション６０７．ユーザ装置１０は、取得されたシステム情報をネットワークノード
１２、１２'、１５に報告する。このセル１１、１４のシステム情報は次の１つ以上を含
むことができる：セルグローバル識別子（ＣＧＩ）；閉鎖的加入者グループ（ＣＳＧ）イ
ンジケータ；ハイブリッドＣＳＧインジケータ；マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）、および
１つ以上のシステム情報ブロック（ＳＩＢ）。
【０１２６】
　図７は、無線通信ネットワークの中の第１のセル１１または第２のセル１４などのセル
と関連しているシステム情報を取得するユーザ装置１０を示しているブロック図である。
セルはネットワークノード１２、１２'、１５によってサービスされ、ユーザ装置１０は
、同時に複数のダウンリンクキャリヤ上の信号を受信するよう構成される。
【０１２７】
　ユーザ装置１０は、ダウンリンクキャリヤにオートノマスギャップを生成するよう構成
された生成回路７０１を含む。オートノマスギャップを生成するために使用するダウンリ
ンクキャリヤは、ネットワークノード１２、１２'、１５から受信した指示、および／ま
たは所定の規則に基づく。この指示または所定の規則はダウンリンクキャリヤを指定する
。ダウンリンクキャリヤが主セルまたは在圏セルに関連しないことを、この指示または所
定の規則は定義してもよい。この所定の規則は、ダウンリンクキャリヤが以下のうちの少
なくとも１つであるべきことを定義してもよい：主キャリヤ；副キャリヤ；孤立キャリヤ
；システム情報タイプに基づいたキャリヤ；オートノマスギャップのギャップ長さまたは
密度またはその両方に基づいたキャリヤ。いくつかの実施形態の中で、この指示は、さま
ざまな異なるタイプのシステム情報を取得するためにオートノマスギャップを生成するた
めのさまざざまな特定のダウンリンクキャリヤを示すことができる。
【０１２８】
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　ユーザ装置１０は、生成されたオートノマスギャップを使ってダウンリンクキャリヤ上
でセルのシステム情報を取得するよう構成された取得回路７０２をさらに含んでもよい。
【０１２９】
　ユーザ装置１０は、受信した指示および／または所定の規則に基づいて、セルのシステ
ム情報を取得するためにオートノマスギャップを生成するためのダウンリンクキャリヤを
選択するよう構成された選択回路７０３をさらに含んでもよい。
【０１３０】
　ユーザ装置１０はさらに、ネットワークノード１２、１２'、１５に対して、選択され
たダウンリンクキャリヤを示す選択指示（第２の指示とも称される）を送信するよう構成
された送信機７０４をさらに含んでもよい。
【０１３１】
　ユーザ装置１０は、ネットワークノード１２、１２'、１５から指示、および／または
セルＩＤを受信するよう構成された受信機７０５をさらに含んでもよい。
【０１３２】
　ユーザ装置１０は、セルのシステム情報の取得のために複数のダウンリンクキャリヤの
うちの任意のダウンリンクキャリヤにオートノマスギャップを生成する能力をネットワー
クノード１２、１２'、１５に報告するよう構成された報告回路７０６をさらに含んでも
よい。報告回路７０６はさらに、取得したシステム情報をネットワークノード１２、１２
'、１５に報告するよう構成されてもよい。セルのシステム情報は例えば次の鬱の少なく
とも１つを含むことができる：セルグローバル識別子（ＣＧＩ）；閉鎖的加入者グループ
（ＣＳＧ）インジケータ；ハイブリッドＣＳＧインジケータ；マスタ情報ブロック（ＭＩ
Ｂ）、および１つ以上のシステム情報ブロック（ＳＩＢ）。
【０１３３】
　ユーザ装置１０は、本実施形態を実行するために処理回路７０７を含んでもよい。処理
回路７０７は、シグナリング回路または測定用ギャップ能力をシグナリングするよう構成
された報告回路７０６を有してもよい。処理回路７０７は、ネットワークノード１２から
の、決定された／選択されたキャリヤ周波数または周波数帯域の指示を受信するよう構成
された受信機７０５を有してもよい。処理回路７０７は、決定されたキャリヤまたは周波
数帯域にギャップを生成し、またこのギャップの間にＳＩを検索するよう構成された実行
回路または生成回路７０１をさらに含んでもよい。従って、ユーザ装置１０はキャリヤを
中断し、ブロードキャストチャネル上の信号を測定することができる。図７に示されたユ
ーザ装置１０中の処理回路７０７は、コンピュータプログラムコードとともに、本実施形
態の機能および／または方法の動作を実行するよう構成される。上述したプログラムコー
ドはまた、例えばユーザ装置１０にロードされたときに本実施形態を実行するためのコン
ピュータプログラムコードを担持するデータ担体という形で、コンピュータプログラム製
品として提供できる。１つのそのような担体がＣＤＲＯＭディスクという形であってもよ
い。しかしそれはメモリスティックなどの他のデータ担体によっても実現可能である。さ
らに、コンピュータプログラムコードはサーバ上の純粋のプログラムコードとして提供さ
れて、ユーザ装置１０にダウンロードされてもよい。
【０１３４】
　ユーザ装置１０はメモリ７０８を有してもよい。メモリ７０８は１つ以上のメモリユニ
ットを含み、ユーザ装置１０または同様のものにおいて実行されるときに、例えばこの方
法を実行するための能力、ＳＩ、規則、アプリケーションなどのデータの例を記憶するた
めに使用できる。
【０１３５】
　図中で第１のネットワークノード１２と称される例えば無線基地局１２'または第２の
ネットワークノード１５で、いくつかの一般の実施形態に応じた無線通信ネットワーク中
のセル１１、１４と関連しているシステム情報を取得するようユーザ装置１０に要求する
ための方法の動作が、いまから図８に示すフローチャートを参照して説明されるであろう
。動作は、以下に説明された順序で行われる必要はないけれども、任意の適切なな順序で
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実行されてよい。セル１１、１４はネットワークノードによってサービスされる。ユーザ
装置１０は、同時に複数のダウンリンクキャリヤから信号を受信することが可能である。
いくつかの実施形態の中で実行された動作は点線のボックスによって記載されている。
【０１３６】
　アクション８０１．ネットワークノード１２、１２'、１５は、セルのシステム情報の
取得のために複数のダウンリンクキャリヤのうちから任意のダウンリンクキャリヤにオー
トノマスギャップを生成するためのユーザ装置１０の能力を報告するようユーザ装置１０
に要求する。
【０１３７】
　アクション８０２．いくつかの実施形態では、ネットワークノード１２、１２'、１５
は、ユーザ装置１０から、セルのシステム情報の取得のために複数のダウンリンクキャリ
ヤのうちから任意のダウンリンクキャリヤにオートノマスギャップを生成するためのユー
ザ装置１０の能力を示す能力表示を受信する。
【０１３８】
　アクション８０３．ネットワークノード１２、１２'、１５は、ユーザ装置１０がシス
テム情報を取得するためにオートノマスギャップを生成すべきダウンリンクキャリヤを選
択する。ネットワークノードは、受信した能力表示または受信した能力表示と追加の判定
基準に基づいて、ダウンリンクキャリヤを選択してもよい。追加の基準は次の少なくとも
１つを含んでもよい：隣接するキャリヤの数が最も少ないダウンリンクキャリヤ；オート
ノマスギャップにより結果として生じるデータ損失が最小のダウンリンクキャリヤ；時間
的に最もクリティカルでないダウンリンクキャリヤ；オートノマスギャップのギャップ長
またはギャップ密度またはその両方に基づくダウンリンクキャリヤ；オートノマスギャッ
プが複数のセルのシステム情報の取得のために複数のキャリヤに分散されるかどうか。ネ
ットワークノードは、受信した指示と所定の規則の組み合わせに基づいて、ダウンリンク
キャリヤを選択することができる。
【０１３９】
　アクション８０４．ネットワークノード１２、１２'、１５は指示をユーザ装置１０に
送信する。この指示は、オートノマスギャップを生成するためにユーザ装置１０に対して
セル１１、１４と関連しているシステム情報を取得するためのダウンリンクキャリヤを指
定し、それにより、セル１１、１４と関連しているシステム情報を取得するようユーザ装
置１０に要求する。いくつかの実施形態の中で、ネットワークノード１２、１２'、１５
は、さまざまな異なるタイプのシステム情報を検索するためにさまざまな異なるキャリヤ
を選択し、ネットワークノード１２、１２'、１５は選択されたさまざまな異なるキャリ
ヤの指示を送信する。例えばネットワークノードは、セルのシステム情報の読み取りのた
めに測定用ギャップを生成するようにユーザ装置１０に対してコマンドを送信することが
できる。
【０１４０】
　アクション８０５．ネットワークノード１２、１２'、１５は、ユーザ装置１０に対し
てオートノマスギャップを生成するためのダウンリンクキャリヤを指示するキャリヤ指示
（第３の指示とも称される）を、第２のネットワークノード１５に送信することができる
。ネットワークノードはさらに、セルのシステム情報の取得のために複数のダウンリンク
キャリヤのうちから任意のダウンリンクキャリヤにオートノマスギャップを生成するユー
ザ装置１０の機能を示している能力表示を送信してもよい。
【０１４１】
　また少なくとも試験装置（ＴＥ）ノード（別名システムシミュレータ（ＳＳ））を含む
テストシステムにおいて、能力情報を受信する方法も実施できることに注意すべきである
。テストシステムは、このＳＩ読み取りのための周波数固有のオートノマスギャップの機
能／能力をユーザ装置１０がサポートすることを確認するテスト目的のためにこれを使う
かもしれない。例えばこのテストは、シグナリング／プロトコル／手順テストケースまた
はＵＥの能力を確認するための性能／ＲＲＭテストケースであってよい。
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【０１４２】
　図９は、無線通信ネットワークの中で、第１および／または第２のセル１１、１４など
のセルと関連しているシステム情報を取得するようユーザ装置１０に対して要求する、無
線基地局１２'、コアネットワークノード、ポジショニングノード、制御ノードなどのネ
ットワークノード１２を示すブロック図である。ネットワークノード１２、１２'、１５
は、セルにサービスするよう構成され、ユーザ装置１０は、同時に複数のダウンリンクキ
ャリヤから信号を受信することが可能である。
【０１４３】
　ネットワークノード１２、１２'、１５は、指示をユーザ装置１０に送信するよう構成
された送信機９０１を含む。この指示は、セルと関連しているシステム情報を取得するた
めにユーザ装置１０に対してオートノマスギャップを生成するダウンリンクキャリヤを指
定する。それにより、ネットワークノード１２、１２'、１５はユーザ装置１０に対して
セルと関連しているシステム情報を取得するよう要求する。
【０１４４】
　ネットワークノード１２、１２'、１５は、ユーザ装置１０が、システム情報を取得す
るためにオートノマスギャップを生成すべきダウンリンクキャリヤを選択するよう構成さ
れた選択回路９０２をさらに含んでもよい。いくつかの実施形態の中では、セレクティン
グ回路９０２は、さまざまな異なるタイプのシステム情報を検索するためにさまざまな異
なるキャリヤを選択するように設定され、送信機９０１は、選択されたさまざまな異なる
キャリヤの指示を送信するよう構成される。
【０１４５】
　ネットワークノード１２、１２'、１５は、ユーザ装置１０から、セルのシステム情報
の取得のために複数のダウンリンクキャリヤのうちの任意のダウンリンクキャリにオート
ノマスギャップを生成するユーザ装置１０の能力を示している能力表示を受信するよう構
成された受信機９０３をさらに含んでもよい。いくつかの実施形態の中では、選択回路９
０２は、受信した能力表示または受信した能力表示と追加の判定基準とに基づいて、ダウ
ンリンクキャリヤを選択するよう構成されてもよい。追加の判定基準は例えば次のうちの
少なくとも１つを含んでもよい：隣接しているキャリヤの数が最も少ないダウンリンクキ
ャリヤ；オートノマスギャップにより生じるデータ損失が最小のダウンリンクキャリヤ；
時間的に最もクリティカルでないダウンリンクキャリヤ；オートノマスギャップのギャッ
プ長またはギャップ密度またはその両方に基づくダウンリンクキャリヤ；複数のセルのシ
ステム情報の取得のためにオートノマスギャップが複数のキャリヤに分散されるかどうか
。
【０１４６】
　ネットワークノード１２、１２'、１５は、セルのシステム情報の取得のために複数の
ダウンリンクキャリヤのうちの任意のダウンリンクキャリヤにオートノマスギャップを生
成するユーザ装置１０の能力を報告するようユーザ装置１０に要求するよう構成された要
求回路９０４をさらに含んでもよい。
【０１４７】
　ネットワークノード１２、１２'、１５は、ユーザ装置１０に対してオートノマスギャ
ップを生成するダウンリンクキャリヤを指示しているキャリヤ指示を、Ｏ＆Ｍノードなど
の第２のネットワークノードに送信するよう構成された送信回路９０５をさらに含んでも
よい。送信回路９０５は、さらにまたは代わりに、セルのシステム情報の取得のために複
数のダウンリンクキャリヤのうちの任意のダウンリンクキャリヤにオートノマスギャップ
を生成するユーザ装置１０の能力を示している能力表示を送信するよう構成されてもよい
。
【０１４８】
　ネットワークノード１２、１２'、１５は、本実施形態を実行するよう構成された処理
回路９０６を含んでもよい。処理回路９０６は、例えば受信回路、または、ユーザ装置１
０または別のネットワークノードから測定用ギャップ能力を受信するよう構成された受信
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機９０３を有していてもよい。測定用ギャップ能力はネットワークノードに含まれるメモ
リ９０７に記憶されてもよい。処理回路９０６は、オートノマスギャップが生成されるべ
きキャリヤ周波数または周波数帯域を選択するよう構成された選択回路９０２を含んでも
よい。この選択は所定の規則または同様のものに基づくことができる。処理回路９０６は
、ダウンリンクキャリヤ、キャリヤ周波数、または周波数帯域の指示を送信し、その結果
ユーザ装置１０がどのダウンリンクにオートノマスギャップを実行すべきであるかを示す
よう構成された送信回路９０５および／または送信機９０１をさらに含んでもよい。さら
に、処理回路９０６は、ユーザ装置１０から受信したＳＩを処理するよう構成されてもよ
い。処理回路９０６は要求回路９０４をさらに含んでもよい。
【０１４９】
　図９に示されたネットワークノード１２、１２'、１５中の処理回路９０６は、コンピ
ュータプログラムコードとともに、本実施形態の機能および／または方法の動作を実行す
るよう構成される。上述したプログラムコードはまた、例えばここにネットワークノード
１２にロードされたときに本実施形態を実行するためのコンピュータプログラムコードを
担持するデータ担体という形で、コンピュータプログラム製品として提供できる。そのよ
うな担体のひとつがＣＤＲＯＭディスクという形であってもよい。しかしそれはメモリス
ティックなどの他のデータ担体によっても実現可能である。さらに、コンピュータプログ
ラムコードはサーバ上の純粋のプログラムコードとして提供されて、ユーザ装置１０にダ
ウンロードされてもよい。
【０１５０】
　メモリ９０７は１つ以上のメモリユニットを含み、ネットワークノード１２、１２'、
１５、または同様のものにおいて実行されるときに、例えばこの方法を実行するために能
力、ＳＩ、規則、アプリケーションなどのデータの例を記憶するために使用できる。
【０１５１】
　選択指示または能力表示などのユーザ装置１０または第１のネットワークノードからの
、ポジショニングノード、ＭＭＥ、Ｏ＆Ｍなどのオートノマスギャップ情報を処理するた
めの、いくつかの一般の実施形態に応じた第２の無線基地局における動作の方法が、図１
０に示したフローチャートを参照してこれから説明される。オートノマスギャップは無線
通信ネットワークの中のセル１１、１４と関連しているシステム情報の取得のためにユー
ザ装置１０によって生成される。セル１１、１４は第１のネットワークノード１２によっ
てサービスされ、ユーザ装置１０は、同時に複数のダウンリンクキャリヤから信号を受信
することが可能である。
【０１５２】
　アクション１００１．第２のネットワークノード１５は、ダウンリンクキャリヤでオー
トノマスギャップを生成するユーザ装置１０の機能の情報、例えば能力表示を、ユーザ装
置１０または第１のネットワークノード１２から取得する。オートノマスギャップはシス
テム情報の取得のためである。それに加えてまたはその代わりに、第２のネットワークノ
ード１５はさらに、セルのシステム情報の取得のためにユーザ装置１０がオートノマスギ
ャップを生成すべきダウンリンクキャリヤを指定している情報、例えば選択指示を取得す
る。
【０１５３】
　アクション１００２．ダウンリンクキャリヤを以下の１つ以上のために設定するように
、第２のネットワークノード１５は能力および／またはダウンリンクキャリヤの情報を用
いる：ハンドオーバまたはセル変更の後にシステム情報を取得するようユーザ装置１０に
要求する；システム情報の取得のためにオートノマスギャップが或るダウンリンクキャリ
ヤに生成されるかどうかに応じて１つ以上の物理層パラメータを設定する；キャリヤにオ
ートノマスギャップが生成されるかどうかに応じてそのキャリヤ上でポジショニング測定
と関連した設定パラメータを選択する；ネットワークパフォーマンスモニタリング；ネッ
トワーク計画または展開；無線管理タスク。
【０１５４】
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　無線管理タスクは、ユーザ装置１０によってオートノマスギャップがより頻繁に生成さ
れるダウンリンクキャリヤに依存して構成および一つ以上の物理層パラメータを選択する
ことを含んでもよい。
【０１５５】
　図１１は、ユーザ装置１０または第１のネットワークノード１２からのオートノマスギ
ャップ情報を処理するいくつかの実施形態によるＯ＆Ｍノードまたは第２の無線基地局な
どの第２のネットワークノード１５を示すブロック図である。上述したように、オートノ
マスギャップは無線通信ネットワークの中のセルと関連しているシステム情報の取得のた
めにユーザ装置１０によって生成される。セルは第１のネットワークノード１２によって
サービスされて、ユーザ装置１０は、同時に複数のダウンリンクキャリヤから信号を受信
することが可能である。
【０１５６】
　第２のネットワークノード１５は、ユーザ装置１０または第１のネットワークノード１
２から、ダウンリンクキャリヤにオートノマスギャップを生成するために、ユーザ装置１
０の能力の情報を取得するよう構成された取得回路１１０１を含む。オートノマスギャッ
プはシステム情報の取得のためである。取得回路１１０１は、セルの取得システム情報の
ためにユーザ装置１０がオートノマスギャップを生成すべきダウンリンクキャリヤを指定
している情報を取得するために、さらにまたは代わりに設定される。
【０１５７】
　第２のネットワークノード１５は、以下の１つ以上のためにダウンリンクキャリヤを設
定するようにダウンリンクキャリヤおよび／または能力の情報を使うよう構成された使用
回路１１０２を有する：ハンドオーバまたはセル変更の後にシステム情報を取得するよう
ユーザ装置１０に要求する；システム情報の取得のためにオートノマスギャップが或るダ
ウンリンクキャリヤに生成されるかどうかに応じて１つ以上の物理層パラメータを設定す
る；キャリヤの上にオートノマスギャップが生成されるかどうかに応じてそのキャリヤの
上のポジショニング測定と関連した設定パラメータを選択する；ネットワークパフォーマ
ンスモニタリング；ネットワーク計画または展開；無線管理タスク。
【０１５８】
　上述したように、無線管理タスクは、ユーザ装置１０によってオートノマスギャップが
より頻繁に生成されるダウンリンクキャリヤに依存して構成および一つ以上の物理層パラ
メータを選択することを含んでもよい。
【０１５９】
　ユーザ装置１０からのオートノマスギャップ情報を処理するこの実施形態は、本実施形
態の機能および／または方法の動作を実行するためのコンピュータプログラムコードとと
もに、図１１中に示された第２のネットワークノード１５中の処理回路１１０３などの１
つ以上のプロセッサを通して実装されてもよい。上述したプログラムコードはまた、例え
ばここに第２のネットワークノード１５にロードされるたきに実施形態を実行するための
コンピュータプログラムコードを担持するデータ担体という形で、コンピュータプログラ
ム製品として提供できる。そのような担体のひとつがＣＤＲＯＭディスクという形であっ
てもよい。しかしそれはメモリスティックなどの他のデータ担体によって実現可能である
。さらにコンピュータプログラムコードはサーバ上の純粋のプログラムコードとして提供
されて、第２のネットワークノード１５にダウンロードされてもよい。第２のネットワー
クノードはまた、能力、異なるセルまたはＵＥのＤＬキャリヤなどのデータを記憶するよ
う構成されたメモリ１１０４をさらに含んでもよい。
【０１６０】
　当業者はまた、上述したように、説明した様々な「回路」が、アナログ回路とデジタル
回路および／または、ひとつ以上のプロセッサにより実行されたときに上述したように機
能するソフトウェアおよび／またはファームウェア（例えばメモリの中で記憶される）と
もに構成されたひとつ以上のプロセッサの組み合わせを指すことがあることを理解するで
あろう。他のデジタルハードウェアと同様に、これらのプロセッサの１つ以上は、１つの
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アプリケーション固有集積回路（ＡＳＩＣ）に含められていてもよいし、あるいは、シス
テムオンチップ（ＳｏＣ）中に個々にパッケージまたはアセンブルされているかどうかに
かかわらず、いくつかのプロセッサと様々なデジタルハードウェアがいくつかの別個の構
成品に分散されてもよい。
【０１６１】
　開示された実施形態の変形例および他の実施形態は、前述した説明と関連づけられた図
面において示された教示の利点を有する技術において当業者には思い浮かぶであろう。従
って、実施形態が開示された特定の実施形態に制限されず、変形例と他の実施形態がこの
開示の範囲の中に含まれることを意図していることが理解されてるはずである。特定の用
語はここに使用されるけれども、それらは制限の目的のためにではなく総称で、説明の意
味だけにおいて使われる。
【０１６２】
　略語
４Ｃ　４キャリヤ
Ａ－ＭＰＲ　追加最大電力低減
ＡＮＲ　自動隣接関係
ＡＯＡ　到来角
ＡＲＦＣＮ　発展型絶対無線周波数チャネル番号
ＢＣＨ　ブロードキャストチャネル
ＢＳ　基地局
ＢＳＣ　ＢＳコントローラ
ＣＡ　キャリヤアグリゲーション
ＣＧＩ　セルグローバルＩＤ
ＣＭ　圧縮モード
ＣｏＭＰ　協調マルチポイント送受信
ＣＰＩＣＨ　共通パイロットチャンネル
ＣＳＧ　閉鎖的加入者グループ
ＤＡＳ　分散アンテナシステム
ＤＢ－ＤＣ－ＨＳＤＰＡ　２バンド２セルＨＳＤＰＡ
ＤＣ－ＨＳＵＰＡ　２セル高速アップリンクパケットアクセス
ＤｅＮｏｄｅＢ　ドナーｅＮｏｄｅＢ
ＤＬ　ダウンリンク
ＥＡＲＦＣＮ　発展型絶対無線周波数チャネル番号
ＥＣＧＩ　発展型ＣＧＩ
Ｅ－ＣＩＤ　拡張セルＩＤ
Ｅ－ＳＭＬＣ　拡張ＳＭＬＣ
ＧＳＭ　グローバル・システム・フォー・モバイル・コミュニケーションズ
ＨＡＲＱ　ハイブリッド自動再送要求
ＨＲＰＤ　高レートパケットデータ
ＨＳＰＡ　高速パケットアクセス
Ｌ１　レイヤ１
Ｌ２　レイヤ２
ＬＭＵ　位置測定ユニット
ＬＰＰ　ＬＴＥポジショニングプロトコル
ＬＰＰａ　ＬＴＥポジショニングプロトコル付録
ＬＴＥ　長期発展
Ｍａｃ　媒体アクセス制御
ＭＤＴ　駆動テストの最小化
ＭＩＢ　マスタ情報ブロック
ＭＭＥ　モビリティ管理エンティティ
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ＭＰＲ　最大電力低減
ＭＳＲ　マルチスタンダード無線
ＯＦＤＭ　直交周波数分割変調
ＯＦＤＭＡ　直交周波数分割多元接続
Ｏ＆Ｍ　運用及び保守
ＯＯＢ　帯域外
ＯＳＳ　運用及びサポートシステム
ＯＴＤＯＡ　観測した到着時間差
ＰＢＣＨ　物理ブロードキャストチャネル
ＰＣＩ　物理セルＩＤ
ＲＡＴ　無線アクセステクノロジー
ＲＮ　中継ノード
ＲＮＣ　ネットワークコントローラ
ＲＲＣ　無線リソースコントロール
ＲＲＨ　遠隔無線ヘッド
ＲＲＵ　遠隔無線ユニット
ＲＳＣＰ　受信信号コード電力
ＲＳＲＱ　基準信号受信品質
ＲＳＲＰ　基準信号受信電力
ＲＳＴＤ　基準信号時間差
ＳＭＬＣ　在圏移動ポジショニングセンタ
ＳＯＮ　自己組織化ネットワーク
ＲＳＳＩ　受信信号長インジケータ
ＳＩＢ　システム情報ブロック
ＳＩ　システム情報
ＵＡＲＦＣＮ　ＵＭＴＳ絶対無線周波数チャネル番号
ＵＥ　ユーザ装置
ＵＬ　アップリンク
ＵＴＤＯＡ　アップリンク到着時間差
ＷＣＤＭＡ　広帯域符号分割多元接続
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